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【 緒 言 】  

2 0 1 4年 9月 に 総 務 省 が 発 表 し た 我 が 国 の 人 口 推

計 ( 1 )に よ る と ， 6 5歳 以 上 の 高 齢 者 は ， 全 人 口 の

2 5 . 9 %で あ り ， 日 本 は ， 世 界 有 数 の 超 高 齢 社 会 で

あ る ． 高 齢 化 の 進 行 に 伴 い ， 認 知 症 患 者 は 増 加 の

一 途 を た ど り ，厚 生 労 働 省 が 発 表 し た 研 究 結 果 ( 2 )

に よ る と ，2 0 1 3年 の 時 点 で 有 病 者 は 推 計 4 3 9万 人 と

さ れ て い る ． 認 知 症 は 早 期 発 見 ， 介 入 が 重 要 で あ

る と さ れ ， 近 年 ， 認 知 症 の 前 駆 段 階 で あ る 軽 度 認

知 機 能 低 下 が 注 目 を 浴 び て い る ． 軽 度 認 知 機 能 低

下 は ， 正 常 と 認 知 症 の 間 に 位 置 す る 概 念 で ， 要 因

や 診 断 基 準 に つ い て は 議 論 の 途 上 で あ る が ， 上 述

の 研 究 に よ る と ，日 本 全 国 で 有 病 者 の 推 計 は 約 3 6 0

万 人 で あ り ( 2 )，ア メ リ カ な ら び に カ ナ ダ に お け る

研 究 で は 1 0 - 1 5 %が ア ル ツ ハ イ マ ー 病 に 移 行 し て

い た と 報 告 さ れ て い る ( 3 )．  

一 方 ， こ れ ま で に ， 認 知 機 能 低 下 と 歯 科 ， 口 腔

領 域 と の 関 連 に つ い て ， い く つ か の 研 究 が 報 告 さ

れ て い る ． 動 物 を 対 象 と し た 研 究 で は ， マ ウ ス や

ラ ッ ト の 臼 歯 を 抜 去 ( 4 )ま た は 切 断 ( 5 )す る と ， 学
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習 や 空 間 記 憶 能 力 が 低 下 し た と 報 告 さ れ て い る ．

ま た ， ヒ ト を 対 象 と し た 疫 学 研 究 に つ い て は ， 修

道 女 を 対 象 と し た ア メ リ カ の 縦 断 研 究 に お い て ，

1 2年 間 の 追 跡 の 結 果 ， 歯 数 が 0～ 9本 の 者 は ， 1 0本

以 上 の 者 と 比 較 し て ， 認 知 症 発 症 の ハ ザ ー ド 比 が

2 . 2倍 で あ っ た と い う 報 告 ( 6 )や ， ス ウ ェ ー デ ン で

の 横 断 研 究 に お い て ，複 数 歯 の 欠 損 が あ る 者 (オ ッ

ズ 比 1 . 3 6 )， 咀 嚼 困 難 を 感 じ る 者 (同 1 . 7 2 )で は ， 認

知 機 能 低 下 が 多 か っ た と い う 報 告 が あ る ( 7 )．ま た ，

地 域 住 民 で は な く 糖 尿 病 患 者 を 対 象 と し た 研 究 で

あ る が ， 縦 断 研 究 に お い て ， 無 歯 顎 の 者 は ， 2 2本

以 上 残 存 歯 が あ る 者 と 比 較 し て ， 認 知 症 発 症 の ハ

ザ ー ド 比 が 1 . 4 8， 認 知 機 能 低 下 の ハ ザ ー ド 比 が

1 . 3 9で あ っ た と い う 報 告 も み ら れ る ( 8 )．イ ギ リ ス

の 6 5歳 以 上 の 地 域 高 齢 者 を 対 象 に し た 横 断 研 究 の

結 果 ， 無 歯 顎 の 者 は ， 認 知 機 能 低 下 の オ ッ ズ 比 が

高 い と 報 告 さ れ て い る ( 9 )．日 本 に お け る 研 究 で は ，

O k a m o t oら が ， 6 5歳 以 上 の 高 齢 者 約 3 0 0 0人 を 対 象

に 行 っ た 横 断 研 究 の 結 果 を 報 告 し た 2つ の 論 文 ( 1 0 ,  

1 1 )で ，残 存 歯 1 0歯 以 下 の 者 は ，2 2歯 以 上 の 者 と 比
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べ て ，軽 度 記 憶 障 害 の リ ス ク が 約 1 . 7倍 で あ っ た と

述 べ て い る ． ま た ， 入 院 中 の 高 齢 者 と い う 限 定 さ

れ た 者 を 対 象 と し た 研 究 で は で あ る が ，S h i m a z a k i

ら は ，6年 間 の コ ホ ー ト 研 究 の 結 果 ，無 歯 顎 で 義 歯

を 使 用 し て い な い 者 は ， 2 0歯 以 上 残 存 し て い る 者

と 比 較 し て 認 知 症 発 症 の オ ッ ズ 比 が 2 . 4で あ っ た

と 報 告 し て い る ( 1 2 )． こ の よ う に ， 多 数 の 結 果 が

報 告 さ れ て い る が ， 口 腔 と 認 知 機 能 と の 関 連 に つ

い て は ， 未 だ 見 解 の 一 致 が 得 ら れ て お ら ず ，

W e i j e n b e r gら は ， 咀 嚼 と 認 知 機 能 と の 関 係 に つ い

て の レ ビ ュ ー 論 文 ( 1 3 )に お い て ， 動 物 実 験 な ら び

に ヒ ト を 対 象 と し た 研 究 か ら ， 咀 嚼 と 認 知 機 能 と

の 関 連 は 示 唆 さ れ る も の の ， 因 果 関 係 を 確 定 す る

エ ビ デ ン ス は 未 だ 揃 っ て い な い と 結 論 付 け て い る ． 

口 腔 と 認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て ， 両 者 の 因 果

関 係 を 明 ら か に す る に は ， 縦 断 研 究 が 必 要 で あ る

が ， 過 去 に は 決 し て 多 く な い ． 高 齢 者 を 対 象 と し

た 研 究 で は ， 対 象 者 の 身 体 的 ， 社 会 的 な 状 況 が 極

め て 多 様 で あ り ， 認 知 機 能 に 影 響 す る 多 数 の 要 因

を 調 整 す る 必 要 性 か ら ， 多 く の 調 査 対 象 者 が 必 要
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で あ る と 考 え ら れ る ． 認 知 機 能 が 低 下 し た 高 齢 者

は ， 引 き 続 い て 生 活 機 能 が 低 下 す る ( 1 4 )こ と が 知

ら れ て お り ，そ の 結 果 ，口 腔 清 掃 が 難 し く な り ( 1 5 )，

口 腔 内 の 状 態 が 悪 化 す る と 考 え ら れ る ． し た が っ

て ， 横 断 研 究 に お い て ， 生 活 機 能 が 低 く ， 口 腔 内

の 状 態 も 悪 い 対 象 者 が い た 場 合 ， そ れ は ， 生 活 機

能 低 下 に 起 因 す る 口 腔 の 状 態 悪 化 で あ る 可 能 性 が

高 い ．  

そ こ で 本 研 究 で は ， 高 齢 者 の 中 で も 生 活 機 能 が

正 常 に 維 持 さ れ た 者 の み を 対 象 と し て ， 口 腔 と 認

知 機 能 と の 関 連 を 検 討 す る こ と で ， 横 断 研 究 に お

い て も ， 生 活 機 能 低 下 に よ る 口 腔 へ の 影 響 を 除 外

し ， 口 腔 機 能 の 低 下 に よ る 認 知 機 能 へ の 影 響 を 検

討 す る こ と が で き る の で は な い か と 考 え た ． そ の

よ う な 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た 高 齢 者 に お い て も ，

軽 度 の 認 知 機 能 低 下 が 認 め ら れ る 場 合 が あ る こ と

が 報 告 さ れ て い る ( 1 4 )．  

ま た ， 過 去 の ， 口 腔 の 状 態 と 認 知 機 能 と の 関 係

を 検 討 し た 研 究 に お い て は ， 口 腔 の 評 価 と し て ，

歯 数 ( 6 ,  8 ,  1 0 - 1 2 ,  1 6 )， ま た は 歯 の 有 無 ( 1 7 )が 用 い
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ら れ て い る も の が ほ と ん ど で あ り ， 一 部 で 主 観 的

な 咀 嚼 困 難 感  ( 7 )な ど が 用 い ら れ て い る も の の ，

定 量 的 な 口 腔 機 能 を 検 討 し て い る 研 究 は ほ と ん ど

な い ． 平 成 2 3年 度 の 歯 科 疾 患 実 態 調 査 に よ る と ，

7 0 - 7 4歳 の 高 齢 者 の う ち 9 1 . 4 %に 歯 の 欠 損 が あ り ，

8 6 . 5％ の 者 は 何 ら か の 欠 損 補 綴 治 療 を 受 け て い る

( 1 8 )． し た が っ て ， 現 在 の 日 本 に お け る 高 齢 者 の

口 腔 内 状 態 の 評 価 と し て ， 残 存 歯 数 の み に よ る 評

価 は ， 欠 損 補 綴 に よ る 機 能 回 復 を 考 慮 し て い な い

た め ， 不 十 分 で あ る ． 補 綴 状 況 も 含 め て ， 口 腔 機

能 を 評 価 す べ き で あ る と 考 え ら れ る ．  

以 上 の こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 生 活 機 能 が 正 常

に 維 持 さ れ た 地 域 高 齢 者 を 対 象 に ， 認 知 機 能 に 影

響 す る と さ れ て い る さ ま ざ ま な 要 因 を 調 整 し た 上

で ， 口 腔 機 能 と 軽 度 認 知 機 能 低 下 と の 関 連 を 検 討

す る こ と と し た ．  
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【 方 法 】  

現 在 ， 我 々 は ， 7 0歳 ， 8 0歳 ， 9 0歳 と 1 0 0歳 以 上 の

高 齢 者 を 対 象 に ， 健 康 長 寿 の 関 連 要 因 を 探 索 す る

S O N I C ( S e p t u a g e n a r i a n ,  O c t o g e n a r i a n ,  

N o n a g e n a r i a n  I n v e s t i g a t i o n  w i t h  C e n t e n a r i a n )  

S t u d yを 行 っ て い る ． S O N I C  S t u d yで は ， 大 阪 大 学

大 学 院 歯 学 研 究 科 ， 同 医 学 系 研 究 科 ， 同 人 間 科 学

研 究 科 ， 東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所 ， 慶

應 義 塾 大 学 医 学 部 ， 東 京 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科

が 共 同 で ， さ ま ざ ま な 専 門 分 野 か ら 高 齢 者 の 健 康

や 長 寿 の 要 因 を 探 索 す る ， 学 際 的 研 究 を 行 っ て い

る ．  

 

1 .  対 象 者  

本 研 究 の 対 象 者 は ， S O N I C  S t u d yに お け る 7 0 歳 ，

8 0歳 参 加 者 と し た ． S O N I C  S t u d yの 調 査 地 域 と し

て ，日 本 の 東 西 に 長 い 地 理 的 特 徴（ 関 西 /関 東 ）お

よ び 耕 作 地 面 積 や 産 業 構 成 の 状 況（ 都 市 部 /非 都 市

部 ） を 加 味 し ， 地 域 特 性 が 多 様 に な る よ う に ， 兵

庫 県 お よ び 東 京 都 に お け る 都 市 部 お よ び 非 都 市 部
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の 4地 域 を 選 定 し た 。兵 庫 県 で は ，都 市 部 と し て 伊

丹 市 ， 非 都 市 部 と し て 朝 来 市 を 選 定 し ， 東 京 都 に

つ い て は ， 都 市 部 と し て 板 橋 区 ， 非 都 市 部 と し て

西 多 摩 郡 を 選 定 し た 。 ま ず ， 対 象 地 域 の 住 民 基 本

台 帳 か ら ，対 象 年 齢 の 者 全 て を 抽 出 し ，6 9 - 7 1歳 ( 7 0

歳 群 ) 4 2 6 7名 (男 性 2 0 7 1名 ， 女 性 2 1 9 6名 )と 7 9 - 8 1歳

( 8 0歳 群 ) 5 3 7 8名 (男 性 2 2 4 1名 ， 女 性 3 1 3 7名 )に 調 査

参 加 へ の 依 頼 状 を 送 付 し た ． そ し て ， そ の 中 か ら

研 究 参 加 の 同 意 が 得 ら れ た 7 0歳 群 1 0 0 0名 (男 性 4 7 7

名 ，女 性 5 2 3名 )と ， 8 0歳 群 9 7 3名 (男 性 4 5 7名 ，女 性

5 1 6名 )を 調 査 の 対 象 と し た ． そ の う ち ， 本 研 究 の

調 査 項 目 全 て を 終 了 す る こ と が で き た 7 0歳 群 7 7 0

名 (男 性 3 4 8名 ，女 性 4 2 2名 )と 8 0歳 群 4 3 5名 (男 性 1 9 3

名 ， 女 性 2 4 2名 )合 計 1 2 0 5名 を 分 析 の 対 象 と し た ．

そ の 上 で ， 後 述 す る 方 法 に よ り ， 対 象 者 を 生 活 機

能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 に 分 類 し ， 特 に 生 活 機

能 維 持 群 に つ い て ， 口 腔 機 能 と 認 知 機 能 と の 関 連

を 二 変 量 お よ び 多 変 量 に よ り 検 討 し た (図 1 )．調 査

会 場 は ， 各 地 域 の 公 民 館 ， 市 民 ホ ー ル 等 と し た ．

7 0歳 群 に つ い て は 2 0 1 0年 度 に ， 8 0歳 群 に つ い て は
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2 0 1 1年 度 に 会 場 調 査 を 実 施 し た ．  

な お 本 研 究 は ， 大 阪 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科 倫 理

審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し て い る (承 認 番

号 ： H 2 2 - E 9 )．  

 

2 .  口 腔 機 能 の 評 価  

大 阪 大 学 歯 学 部 附 属 病 院  咀 嚼 補 綴 科 所 属 の 歯

科 医 師 が ， 口 腔 内 検 査 な ら び に 口 腔 機 能 の 評 価 を

行 っ た ． ま ず ， 口 腔 内 検 査 に よ り ， 歯 数 ， 欠 損 補

綴 状 況 を 記 録 し た ．  

口 腔 機 能 の 評 価 に は ， 最 大 咬 合 力 な ら び に 刺 激

時 唾 液 分 泌 速 度 を 用 い た ． 最 大 咬 合 力 の 測 定 に は

デ ン タ ル プ レ ス ケ ー ル ( 5 0 H，  Rタ イ プ ，ジ ー シ ー

社 ， 東 京 )を 用 い ， 対 象 者 に ， 咬 頭 嵌 合 位 に て 3秒

間 ， 努 力 し 得 る 最 大 の 力 で 噛 み し め を 行 わ せ ， オ

ク ル ー ザ ー F P D - 7 0 7 (ジ ー シ ー 社 )を 用 い て 最 大 咬

合 力 を 算 出 し た ．そ の 際 ，可 撤 性 義 歯 の 使 用 者 は ，

義 歯 を 装 着 し た 状 態 で 最 大 咬 合 力 を 測 定 し た ． 残

存 歯 や 義 歯 に よ る 咬 合 支 持 が な く ， 最 大 咬 合 力 の

測 定 が で き な か っ た 者 ( 5人 )や ，検 査 者 の 指 示 を 理
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解 で き な か っ た 者 ( 3 1人 )は ， 分 析 の 対 象 か ら 除 外

し た ．  

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 の 測 定 は ， 検 査 用 パ ラ フ ィ

ン ペ レ ッ ト ( I v o c l a r  V i v a d e n t 社 ，リ ヒ テ ン シ ュ タ イ

ン )を 用 い ， 対 象 者 に 2分 間 の 咀 嚼 運 動 を 行 わ せ ，

そ の 間 に 分 泌 さ れ た 唾 液 を 採 取 し ， そ の 半 量 を 1

分 間 の 唾 液 分 泌 量 と し た ( 1 9 )． 可 撤 性 義 歯 装 着 者

は ， 義 歯 を 装 着 し た 状 態 で 咀 嚼 運 動 を 行 わ せ た ．  

 

3 .  認 知 機 能 の 評 価  

認 知 機 能 の 評 価 は ， 日 本 語 版 ( 2 0 ) M o n t r e a l  

C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t ( 2 1 ) (以 下 M o C A - Jと す る )を

用 い た ． M o C Aな ら び に M o C A - Jは ， 個 別 面 接 式 の

認 知 機 能 評 価 検 査 で あ り ， 3 0点 満 点 で 評 価 が 行 わ

れ ， 1 0分 程 度 で 実 施 が 可 能 な も の で あ る ． 高 得 点

で あ る ほ ど ， 高 い 認 知 機 能 を 有 す る と さ れ る ． 記

憶 ， 言 語 ， 実 行 機 能 ， 注 意 機 能 ， 視 空 間 認 知 ， 概

念 的 思 考 ， 見 当 識 な ど ， 多 面 的 に 認 知 機 能 を 評 価

す る 課 題 構 成 と な っ て い る ．課 題 は ，5つ の 単 語 を

遅 延 し て 再 生 さ せ る も の ， 復 唱 ， イ ラ ス ト を 見 て
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命 名 さ せ る も の ， 音 韻 語 想 起 課 題 ， 数 字 の 順 唱 と

逆 唱 ， 計 算 ， T r a i l  M a k i n g  T e s t (図 に 示 さ れ た 数 字

と ひ ら が な を 交 互 に 結 ぶ )， T a r g e t  D e t e c t i o n課 題

(ラ ン ダ ム に ア ル フ ァ ベ ッ ト を 読 み 上 げ ，指 示 さ れ

た ア ル フ ァ ベ ッ ト が 現 れ た ら 手 を 叩 か せ る )，立 方

体 の 図 形 模 写 ，時 計 描 画 ，類 似 課 題 (抽 象 的 概 念 )，

見 当 識 で あ る ． こ の 検 査 は ， 従 来 用 い ら れ て き た

M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n ( M M S E ) ( 2 2 )で は 健

常 範 囲 と さ れ て し ま う 様 な 軽 度 の 認 知 機 能 低 下 を

判 別 で き る こ と が 特 長 で あ り ， 多 数 の 言 語 に 翻 訳

さ れ て 世 界 中 で 用 い ら れ て い る ． ま た ， 地 域 住 民

を 対 象 と し た 使 用 に も 適 し て い る こ と が 示 さ れ て

い る ( 2 3 )．元 来 は 3 0点 満 点 中 2 5点 / 2 6点 を カ ッ ト オ

フ ポ イ ン ト と し て 軽 度 認 知 機 能 低 下 を ス ク リ ー ニ

ン グ す る た め に 開 発 さ れ た も の で あ る が ， 過 去 の

報 告 に お い て ， 地 域 高 齢 者 を 対 象 と し た 場 合 ， カ

ッ ト オ フ ポ イ ン ト が 高 す ぎ る の で は な い か と 指 摘

さ れ て お り ( 2 4 ,  2 5 )， 本 研 究 で は M o C A - J得 点 を 連

続 変 数 と し て 使 用 し た ． ま た ， 検 査 に あ た り ， 調

査 会 場 で は 対 象 者 に ヘ ッ ド ホ ン を 装 着 さ せ ， 周 囲
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の 騒 音 を 遮 断 し た 状 態 で ， 検 査 者 が パ ー ソ ナ ル コ

ン ピ ュ ー タ 画 面 上 の 課 題 を 見 せ ， マ イ ク ロ フ ォ ン

を 通 じ て 指 示 を 与 え た ．M o C A - Jの 検 査 は ，大 阪 大

学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 な ら び に 東 京 都 健 康 長 寿

医 療 セ ン タ ー 研 究 所 の 研 究 者 が 担 当 し た ．  

 

4 .  高 次 生 活 機 能 の 評 価  

研 究 対 象 で あ る 地 域 高 齢 者 の う ち ， 目 的 で 述 べ

た 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た 者 を 抽 出 す る た め ， 高 次

生 活 機 能 の 評 価 と し て ， K o y a n oら が 開 発 し た ， 老

研 式 活 動 能 力 指 標 ( 2 6 )を 用 い た ． こ の 指 標 は ， 自

記 式 の 高 齢 者 用 生 活 機 能 評 価 尺 度 で あ り ， 手 段 的

自 立 ( 5項 目 )， 知 的 能 動 性 ( 4項 目 )， お よ び 社 会 的

役 割 ( 4項 目 )の 3因 子 1 3項 目 か ら 構 成 さ れ て い る

(表 1 )． 全 て の 項 目 に つ い て ， そ の 可 否 を 「 は い 」

「 い い え 」で 回 答 し ，そ れ ぞ れ 1点 と 0点 を 与 え る ．

可 能 得 点 範 囲 は 0点 か ら 1 3点 で あ り ，高 得 点 に な る

ほ ど 生 活 機 能 が 高 い 状 態 を 示 す ． こ の 老 研 式 活 動

能 力 指 標 は ， 高 次 の 生 活 機 能 を 評 価 す る こ と が 可

能 で あ り ， 在 宅 高 齢 者 の 活 動 能 力 を 評 価 す る の に
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適 し て い る と さ れ て い る ( 2 7 )．  

生 活 機 能 の 評 価 は ， 大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研

究 科 な ら び に 東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所

の 研 究 者 が 担 当 し た ． F u j i w a r aら は ， 本 指 標 で 満

点 に 及 ば な い 高 齢 者 は 高 次 生 活 機 能 に 何 ら か の 障

害 が 生 じ て い る と 定 義 し て い る ( 2 7 )． そ こ で ， 本

研 究 で は ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 が 満 点 の 者 を 高 次

生 活 機 能 維 持 群 と 定 義 し て 抽 出 し ， 最 終 的 な 分 析

対 象 者 と し た ．  

 

5 .  全 身 的 既 往 歴 な ら び に 生 活 習 慣 の 評 価  

問 診 に よ り ， 心 疾 患 ， 脳 卒 中 ， 高 血 圧 ， 高 脂 血

症 ， 慢 性 腎 疾 患 ， 高 尿 酸 血 症 ， 糖 尿 病 の 既 往 ， な

ら び に 飲 酒 ， 喫 煙 習 慣 を 確 認 し た ． 飲 酒 習 慣 に つ

い て は ， 「 全 く 飲 ま な い 」 「 飲 酒 の 習 慣 が あ る 」

「 大 量 に 飲 酒 す る 習 慣 が あ る 」の 3点 法 で ，喫 煙 習

慣 に つ い て は ， 「 喫 煙 経 験 が な い 」 「 過 去 に 喫 煙

し て い た 」「 現 在 喫 煙 し て い る 」の 3点 法 で 回 答 さ

せ た ．  

認 知 機 能 低 下 の リ ス ク 因 子 に つ い て 検 討 し た シ
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ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー に よ る と ， 糖 尿 病 ・ 高 血

圧 の 既 往 ， 喫 煙 習 慣 は ， 認 知 機 能 低 下 の リ ス ク を

高 め る と 報 告 さ れ て い る ( 2 8 )． ま た ， 脳 卒 中 は ，

脳 血 管 性 認 知 症 の リ ス ク 因 子 で あ る と 考 え ら れ ，

そ の 他 の 疾 病 は ， 高 齢 期 に お け る 一 般 的 な 慢 性 疾

患 と し て ， 認 知 機 能 に 関 連 す る 可 能 性 を 考 え ， 分

析 に 用 い た ．  

こ れ ら の 問 診 は ，大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 ，

東 京 都 健 康 長 寿 医 療 セ ン タ ー 研 究 所 な ら び に 慶 應

義 塾 大 学 医 学 部 所 属 の 医 師 が 行 っ た ．  

 

6 .  握 力 の 評 価  

過 去 の 報 告 に お い て ， 握 力 は ， 全 身 の 筋 力 と の

相 関 が 認 め ら れ る こ と ( 2 9 )，認 知 機 能 ( 3 0 ,  3 1 )と 関

連 し て い る こ と が 示 さ れ て い る ． ま た ， 簡 便 で か

つ 安 全 に 測 定 す る こ と が で き る 指 標 で あ る ． 握 力

の 測 定 で は ，利 き 手 を 尋 ね ，椅 子 座 位 で 2回 測 定 し ，

平 均 値 ( k g f )を 算 出 し た ．握 力 の 測 定 は ，事 前 に 訓

練 さ れ た 研 究 協 力 者 が 行 っ た ．  
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7 .  経 済 状 況 な ら び に 同 居 状 況 の 評 価  

質 問 票 に よ り ， 現 在 の 家 計 の 状 況 な ら び に 同 居

状 況 を 調 べ た .経 済 状 況 は ，「 ゆ と り が あ る ，ま た

は 普 通 」「 ゆ と り が な い 」の 2点 法 で ，同 居 状 況 は

「 家 族 そ の 他 と 同 居 し て い る 」「 独 居 」の 2点 法 で

調 査 し た ．L e eら の 報 告 に よ る と ，高 齢 の 女 性 に お

い て ， 収 入 が 多 い 方 が 認 知 機 能 低 下 の リ ス ク が 低

く ( 3 2 )，ま た F r a t i g l i o n iら は ，独 居 が 認 知 機 能 低 下

の リ ス ク 因 子 で あ る と 報 告 し て い る ( 3 3 )．  

 

8 .  教 育 年 数 の 評 価  

質 問 票 に よ り ， 教 育 年 数 を 調 べ た ． 小 学 校 か ら

大 学 院 ま で 教 育 を 受 け た 年 数 を 合 計 し て 算 出 し た ．

教 育 年 数 は 認 知 機 能 検 査 の 結 果 と 関 連 が あ る と さ

れ ( 3 2 ,  3 4 )， M o C Aの 評 価 に お い て は ， 教 育 年 数 が

1 2年 以 下 の 者 は ス コ ア に 1点 を 加 え る こ と に な っ

て い る ( 2 0 )． し か し ， R o s s e t t i ら の 報 告 に よ る と ，

画 一 的 な 1点 の 加 算 は 必 ず し も 適 切 で は な い と さ

れ て お り ( 2 4 )，本 研 究 で は M o C A - J得 点 を 素 点 の ま

ま 使 用 し ， 多 変 量 解 析 に お い て ， 教 育 年 数 を 調 整
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変 数 と す る こ と で 対 応 し た ．
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【 分 析 1  対 象 者 の 概 要 に つ い て の 検 討 】  

対 象 者 の 概 要 に つ い て 検 討 す る た め に ， ま ず ，

歯 数 ，最 大 咬 合 力 ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，M o C A - J

得 点 ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 ， 握 力 ， 教 育 年 数 の 各

調 査 項 目 に お い て ， ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し た ． 次

に ， そ れ ぞ れ の 項 目 に つ い て ， 男 女 別 に ， 7 0歳 群

と 8 0歳 群 の 平 均 値 ， 中 央 値 ， 2 5パ ー セ ン タ イ ル ，

7 5パ ー セ ン タ イ ル を 示 し ，2つ の 年 齢 群 間 の 有 意 差

の 有 無 に つ い て ， M a n n - W h i t n e yの U検 定 を 用 い て

検 討 し た ．続 い て ，既 往 歴 ，喫 煙 習 慣 ，飲 酒 習 慣 ，

経 済 状 況 ， 同 居 状 況 に つ い て ， 男 女 別 に ， 7 0歳 群

と 8 0歳 群 の 違 い を カ イ 二 乗 検 定 に よ り 検 討 し た ．  

さ ら に ， 対 象 者 の う ち ， 歯 の 欠 損 補 綴 を 受 け て

い る 者 に つ い て は ， そ の 状 況 を 調 べ た ． ま た ， 使

用 ・ 保 有 し て い る 補 綴 装 置 の 種 類 に よ っ て ， 最 大

咬 合 力 に 違 い が み ら れ る か ， 一 元 配 置 分 散 分 析 を

用 い て 検 討 し た ．そ の 際 ，複 数 の 補 綴 装 置 を 使 用・

保 有 し て い る 者 は ， 分 析 か ら 除 外 し た ．  

分 析 に は ， 分 析 用 ソ フ ト ウ エ ア S P S S  V e r s i o n  

2 0 . 0  ( I B M  J a p a n， 東 京 )を 用 い た ． 有 意 水 準 は 5 %
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と し た ．  
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【 分 析 結 果 1】  

歯 数 ，最 大 咬 合 力 ，刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，M o C A - J

得 点 ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 ， 握 力 ， 教 育 年 数 に つ

い て ヒ ス ト グ ラ ム を (図 2 -図 8 )，男 女 別 に 7 0歳 群 と

8 0歳 群 の 平 均 値 ， 中 央 値 ， 2 5パ ー セ ン タ イ ル 値 ，

7 5パ ー セ ン タ イ ル 値 (表 2 )を 示 す ．  

 

1 .  歯 数  

男 性 の 歯 数 は ， 7 0歳 群 で 平 均 2 0 . 9本 ，中 央 値 2 4 . 0

本 ，8 0歳 群 で は 平 均 1 5 . 6本 ，中 央 値 1 9 . 0本 で あ り ，

7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 歯 数 が 多 く ， 有 意 な 差

が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 の 歯 数 は ， 7 0歳 群 で 平 均 2 1 . 1本 ，中 央 値 2 4 . 0

本 ，8 0歳 群 で は 平 均 1 3 . 9本 ，中 央 値 1 5 . 0本 で あ り ，

7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 歯 数 が 多 く ， 有 意 な 差

が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

ま た ， 7 0歳 群 男 性 の 5 . 5 %， 同 女 性 の 3 . 8 %， 8 0歳

群 男 性 の 1 7 . 6％ ，同 女 性 の 1 6 . 5 %が 無 歯 顎 で あ っ た ． 
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2 .  最 大 咬 合 力  

男 性 の 最 大 咬 合 力 は ， 7 0歳 群 で 平 均 6 0 2 N， 中 央

値 5 4 9 N， 8 0歳 群 で 平 均 3 4 8 N， 中 央 値 3 0 7 Nで あ り ，

7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 最 大 咬 合 力 が 大 き く ，

有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 の 最 大 咬 合 力 は ， 7 0歳 群 で 平 均 4 9 2 N， 中 央

値 4 5 6 N， 8 0歳 群 で 平 均 2 8 7 N， 中 央 値 2 2 6 Nで あ り ，

7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 最 大 咬 合 力 が 大 き く ，

有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

3 .  刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

男 性 の 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は ， 7 0歳 群 で 平 均

1 . 7 9 m l /分 ，中 央 値 1 . 5 8 m l /分 ，8 0歳 群 で 平 均 1 . 5 9 m l /

分 ，中 央 値 1 . 4 5 m l /分 で あ り ， 7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳

群 よ り 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 が 大 き く ， 有 意 な 差 が

み ら れ た ( p = 0 . 0 3 2 )．  

女 性 の 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は ， 7 0歳 群 で 平 均

1 . 3 1 m l /分 ，中 央 値 1 . 1 6 m l /分 ，8 0歳 群 で 平 均 1 . 3 3 m l /

分 ，中 央 値 1 . 2 2 m l /分 で あ り ，両 群 の 間 に 有 意 な 差

は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 6 2 0 )．  
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4 .  M o C A - J得 点  

男 性 の M o C A - J得 点 は ， 7 0歳 群 で 平 均 2 2 . 7点 ， 中

央 値 2 3 . 0点 ，8 0歳 群 で 平 均 2 1 . 1点 ，中 央 値 2 1 . 0点 で

あ り ，7 0歳 群 の 方 が ，8 0歳 群 よ り M o C A - J得 点 が 高

く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 の M o C A - J得 点 は ， 7 0歳 群 で 平 均 2 3 . 1点 ， 中

央 値 2 3 . 0点 ，8 0歳 群 で 平 均 2 0 . 8点 ，中 央 値 2 1 . 0点 で

あ り ，7 0歳 群 の 方 が ，8 0歳 群 よ り M o C A - J得 点 が 高

く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

5 .  老 研 式 活 動 能 力 指 標  

男 性 の 老 研 式 活 動 能 力 指 標 は ，7 0歳 群 で 平 均 1 2 . 0

点 ， 中 央 値 1 2 . 0点 ， 8 0歳 群 で 平 均 値 1 1 . 6点 ， 中 央

値 1 2 . 0点 で あ り ， 7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 老 研

式 活 動 能 力 指 標 が 高 く ， 有 意 な 差 が み ら れ た

( p = 0 . 0 0 5 )．  

女 性 の 老 研 式 活 動 能 力 指 標 は ，7 0歳 群 で 平 均 1 2 . 4

点 ， 中 央 値 1 3 . 0点 ， 8 0歳 群 で 平 均 値 1 1 . 9点 ， 中 央

値 1 2 . 0点 で あ り ， 7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 老 研
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式 活 動 能 力 指 標 が 高 く ， 有 意 な 差 が み ら れ た

( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

6 .  握 力  

男 性 の 握 力 は ， 7 0歳 群 で 平 均 3 2 . 3 k g f， 中 央 値

3 2 . 0 k g f， 8 0歳 群 で 平 均 2 7 . 8 k g f， 中 央 値 2 8 . 0 k g fで

あ り ， 7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 握 力 が 大 き く ，

有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 の 握 力 は ， 7 0歳 群 で 平 均 1 9 . 1 k g f， 中 央 値

1 9 . 0 k g f， 8 0歳 群 で 平 均 1 6 . 9 k g f， 中 央 値 1 7 . 0 k g fで

あ り ， 7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 握 力 が 大 き く ，

有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

7 .  教 育 年 数  

男 性 の 教 育 年 数 は ，7 0歳 群 で 平 均 1 2 . 7年 ，中 央 値

1 2 . 0年 ，8 0歳 群 で 平 均 1 1 . 6年 ，中 央 値 1 1 . 0年 で あ り ，

7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 教 育 年 数 が 長 く ， 有 意

な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 の 教 育 年 数 は ，7 0歳 群 で 平 均 1 1 . 7年 ，中 央 値

1 2 . 0年 ，8 0歳 群 で 平 均 1 0 . 8年 ，中 央 値 1 1 . 0年 で あ り ，
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7 0歳 群 の 方 が ， 8 0歳 群 よ り 教 育 年 数 が 長 く ， 有 意

な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

次 に ， 各 群 に お け る 心 疾 患 ， 脳 卒 中 ， 高 血 圧 ，

糖 尿 病 ， 高 脂 血 症 ， 腎 疾 患 ， 高 尿 酸 血 症 の 既 往 が

あ る 者 の 割 合 を 表 3に 示 す ．  

 

8 .  心 疾 患 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 1 5 . 2 %， 8 0歳 群 の 1 9 . 7 %に 心

疾 患 の 既 往 が あ っ た が ， 両 者 の 間 に 有 意 な 差 は み

ら れ な か っ た ( p = 0 . 1 8 9 )．女 性 で は ，7 0歳 群 の 8 . 3 %，

8 0歳 群 の 1 8 . 2 %に 心 疾 患 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の

方 が ， 既 往 の あ る 者 の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が

み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

9 .  脳 卒 中 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 3 . 7 %， 8 0歳 群 の 1 0 . 9 %に 脳 卒

中 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の 方 が ， 既 往 の あ る 者 の

割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 0 2 )． 女

性 で は ， 7 0歳 群 の 1 . 7 %， 8 0歳 群 の 3 . 3 %に 脳 卒 中 の
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既 往 が あ っ た が ， 両 者 の 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な

か っ た ( p = 0 . 1 8 3 )．  

 

1 0 .  高 血 圧 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 4 0 . 2 %， 8 0歳 群 の 5 4 . 9 %に 高

血 圧 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の 方 が ， 既 往 の あ る 者

の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 0 1 )．

女 性 で は ， 7 0歳 群 の 3 3 . 9 %， 8 0歳 群 の 5 1 . 7 %に 高 血

圧 の 脳 卒 中 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の 方 が ， 既 往 の

あ る 者 の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が み ら れ た

( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

1 1 .  糖 尿 病 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 1 9 . 3 %， 8 0歳 群 の 1 5 . 5 %に 糖

尿 病 の 既 往 が あ っ た が ， 両 者 の 間 に 有 意 な 差 は み

ら れ な か っ た ( p = 0 . 2 9 5 )．女 性 で は ，7 0歳 群 の 1 9 . 7 %，

8 0歳 群 の 9 . 9 %に 糖 尿 病 の 既 往 が あ り ， 7 0歳 群 の 方

が ， 既 往 の あ る 者 の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が み

ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  
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1 2 .  高 脂 血 症 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 1 8 . 1 %， 8 0歳 群 の 3 1 . 6 %に 高

脂 血 症 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の 方 が ， 既 往 の あ る

者 の 割 合 が 大 き く ，有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．

女 性 で は ， 7 0歳 群 の 2 8 . 0 %， 8 0歳 群 の 4 2 . 1 %に 高 脂

血 症 の 既 往 が あ り ， 8 0歳 群 の 方 が ， 既 往 の あ る 者

の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 ) ． 

 

1 3 .  腎 疾 患 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 7 . 2 %， 8 0歳 群 の 4 . 7 %に 腎 疾

患 の 既 往 が あ っ た が ， 両 群 の 間 に 有 意 な 差 は み ら

れ な か っ た ( p = 0 . 2 7 3 )． 女 性 で は ， 7 0 歳 群 の 2 . 6 %，

8 0歳 群 の 3 . 7 %に 腎 疾 患 の 既 往 が あ っ た が ，両 群 の

間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 4 8 1 )．  

 

1 4 .  高 尿 酸 血 症 の 既 往  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 1 0 . 6 %， 8 0歳 群 の 1 1 . 4 %に 高

尿 酸 血 症 の 既 往 が あ っ た が ， 両 群 の 間 に 有 意 な 差

は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 7 7 5 )．女 性 で は ， 7 0歳 群 の

0 . 7 %， 8 0歳 群 の 2 . 0 %に 高 尿 酸 血 症 の 既 往 が あ っ た
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が ，両 群 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 1 4 8 )． 

 

次 に ，各 群 の 飲 酒 習 慣 ，喫 煙 習 慣 の 状 況 を 表 4に

示 す ．  

 

1 5 .  飲 酒 習 慣  

男 性 で は ， 7 0 歳 群 の 3 6 . 5 % ， 8 0 歳 群 の 5 1 . 3 ％ が ，

「 飲 酒 し な い 」 と 回 答 し た ． 「 適 度 に 飲 酒 す る 」

と 回 答 し た 者 は ， 7 0歳 群 の 5 4 . 6 %， 8 0歳 群 の 4 7 . 7 %

で あ っ た ． 「 大 量 に 飲 酒 す る 」 と 回 答 し た 者 は ，

7 0歳 群 の 8 . 9 %， 8 0歳 群 の 1 . 0 %で あ っ た ． 7 0歳 群 の

方 が ， 飲 酒 の 習 慣 が あ る 者 の 割 合 が 大 き く ， 有 意

な 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

女 性 で は ，7 0歳 群 の 8 6 . 0 %，8 0歳 群 の 9 5 . 0％ が「 飲

酒 し な い 」 と 回 答 し た ． 「 適 度 に 飲 酒 す る 」 と 回

答 し た 者 は ， 7 0歳 群 の 1 3 . 3 %， 8 0歳 群 の 5 . 0 %で あ

っ た ． 「 大 量 に 飲 酒 す る 」 と 回 答 し た 者 は ， 7 0歳

群 の 0 . 7 %，8 0歳 群 で は い な か っ た ．7 0歳 群 の 方 が ，

飲 酒 の 習 慣 が あ る 者 の 割 合 が 大 き く ， 有 意 な 差 が

み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  
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1 6 .  喫 煙 習 慣  

男 性 で は ，7 0歳 群 の 3 2 . 8 %，8 0歳 群 の 3 0 . 1％ が「 喫

煙 経 験 が な い 」と 回 答 し た ．「 過 去 に 吸 っ て い た 」

と 回 答 し た 者 は ， 7 0歳 群 の 6 0 . 9 %， 8 0歳 群 の 6 7 . 8 %

で あ っ た ． 「 現 在 吸 っ て い る 」 と 回 答 し た 者 は ，

7 0歳 群 の 6 . 3 %， 8 0歳 群 の 2 . 1 %で あ っ た ． 8 0歳 群 の

方 が ， 喫 煙 経 験 の あ る 者 の 割 合 が 大 き か っ た が ，

有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 0 5 2 )．  

女 性 で は ，7 0歳 群 の 9 3 . 1 %，8 0歳 群 の 9 3 . 8％ が「 喫

煙 経 験 が な い 」と 回 答 し た ．「 過 去 に 吸 っ て い た 」

と 回 答 し た 者 は ， 7 0歳 群 の 5 . 2 %， 8 0歳 群 の 5 . 8 %で

あ っ た ． 「 現 在 吸 っ て い る 」 と 回 答 し た 者 は ， 7 0

歳 群 の 1 . 7 %， 8 0歳 群 の 0 . 4 %で あ っ た ． 7 0歳 群 と 8 0

歳 群 の 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 3 5 3 )． 

 

次 に ， 各 群 の 経 済 状 況 ， 同 居 状 況 を 表 5 に 示 す ． 

 

1 7 .  経 済 状 況  

男 性 で は ，7 0歳 群 の 2 2 . 1 %，8 0歳 群 の 2 0 . 7 %が「 経

済 的 に ゆ と り が な い 」 と 回 答 し た ． 両 群 間 に 有 意
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な 差 は 認 め ら れ な か っ た ( p = 0 . 7 4 4 )．女 性 で は ， 7 0

歳 群 の 2 0 . 4 %， 8 0歳 群 の 2 0 . 7 %が「 経 済 的 に ゆ と り

が な い 」 と 回 答 し た ． 両 群 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ( p = 0 . 9 2 1 )．  

 

1 8 .  同 居 状 況  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 6 . 6 %， 8 0歳 群 の 6 . 7 %が 独 居

し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た

( p = 1 . 0 0 0 )． 女 性 で は ， 7 0歳 群 の 1 8 . 5 %が ， 8 0歳 群

の 3 1 . 4 %が 独 居 し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差 が 認

め ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

次 に ， 各 群 の 欠 損 補 綴 の 状 況 を 表 6に 示 す ．  

性 別 ， 各 年 齢 群 に お け る 可 撤 性 義 歯 の 使 用 者 ，

固 定 性 架 橋 義 歯 の 保 有 者 ， 固 定 性 イ ン プ ラ ン ト 義

歯 の 保 有 者 の 割 合 を 示 す ． 複 数 の 補 綴 装 置 を 使

用・保 有 す る 者 も い る た め ，各 割 合 の 合 計 は ，1 0 0 %

と な ら な い ． ま た ， 補 綴 装 置 の 種 類 ご と の 最 大 咬

合 力 の 平 均 を ， 表 7に 示 す ． 複 数 の 補 綴 装 置 を 使

用 ・ 保 有 し て い る 者 は 除 外 し た ．  
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1 9 .  可 撤 性 義 歯 使 用 者 の 割 合  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 3 6 . 8 %， 8 0歳 群 の 5 9 . 6 %が 可

撤 性 義 歯 を 使 用 し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差 が 認

め ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )． 女 性 で は ， 7 0歳 群 の 4 0 . 3 %，

8 0歳 群 の 7 2 . 7 %が 可 撤 性 義 歯 を 使 用 し て お り ， 両

群 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．   

 

2 0 .  固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 の 割 合  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 4 5 . 8 %， 8 0歳 群 の 4 4 . 0 %が 固

定 性 架 橋 義 歯 を 保 有 し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た ( p = 0 . 7 1 9 )． 女 性 で は ， 7 0歳 群

の 5 3 . 8 %， 8 0歳 群 の 4 4 . 2 %が 固 定 性 架 橋 義 歯 を 保 有

し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た

( p = 0 . 0 1 9 )．  

 

2 1 .  固 定 性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 保 有 者 の 割 合  

男 性 で は ， 7 0歳 群 の 3 . 2 %， 8 0歳 群 の 3 . 1 %が 固 定

性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 を 保 有 し て お り ， 両 群 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ( p = 1 . 0 0 0 )． 女 性 で は ，

7 0歳 群 の 4 . 3 %， 8 0歳 群 の 1 . 2 %が 固 定 性 イ ン プ ラ ン
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ト 義 歯 を 保 有 し て お り ， 両 群 間 に 有 意 な 差 は 認 め

ら れ な か っ た ( p = 1 . 0 0 0 )．  

 

2 2 .  補 綴 装 置 の 種 類 に よ る 最 大 咬 合 力 の 違 い  

7 0歳 群 の 男 性 に お け る 最 大 咬 合 力 の 平 均 値 は ，

補 綴 装 置 の な い 者 で 7 8 3 N， 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で

3 8 5 N，固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 で 6 6 9 Nで あ っ た ．固

定 性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 の み を 保 有 し て い る 者 は い

な か っ た ． 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 ， 補 綴 装 置 の

な い 者 と 比 較 し て 可 撤 性 義 歯 使 用 者 な ら び に 固 定

性 架 橋 義 歯 保 有 者 で ， 固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 と 比

較 し て 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で 最 大 咬 合 力 が 小 さ く ，

有 意 な 差 が 認 め ら れ た ( p < 0 . 0 5 )．  

7 0歳 群 の 女 性 に お け る 最 大 咬 合 力 の 平 均 値 は ，

補 綴 装 置 の な い 者 で 5 1 7 N， 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で

2 3 8 N，固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 で 4 6 6 N，固 定 性 イ ン

プ ラ ン ト 義 歯 保 有 者 で 3 0 7 Nで あ っ た ．一 元 配 置 分

散 分 析 の 結 果 ， 補 綴 装 置 の な い 者 と 比 較 し て 可 撤

性 義 歯 使 用 者 で ， 固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 と 比 較 し

て 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で 最 大 咬 合 力 が 小 さ く ， 有 意
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な 差 が 認 め ら れ た ( p < 0 . 0 5 )．  

8 0歳 群 の 男 性 に お け る 最 大 咬 合 力 の 平 均 値 は ，

補 綴 装 置 の な い 者 で 6 7 1 N， 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で

3 0 2 N，固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 で 5 6 6 N，固 定 性 イ ン

プ ラ ン ト 義 歯 保 有 者 で 5 4 9 Nで あ っ た ．一 元 配 置 分

散 分 析 の 結 果 ， 補 綴 装 置 の な い 者 と 比 較 し て 可 撤

性 義 歯 使 用 者 な ら び に 固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 で ，

固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 と 比 較 し て 可 撤 性 義 歯 使 用

者 で 最 大 咬 合 力 が 小 さ く ， 有 意 な 差 が 認 め ら れ た

( p < 0 . 0 5 )．  

8 0歳 群 の 女 性 に お け る 最 大 咬 合 力 の 平 均 値 は ，

補 綴 装 置 の な い 者 で 5 3 4 N， 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で

1 8 2 N，固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 で 4 6 4 Nで あ っ た ．固

定 性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 の み を 保 有 し て い る 者 は い

な か っ た ． 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 ， 補 綴 装 置 の

な い 者 と 比 較 し て 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で ， 固 定 性 架

橋 義 歯 保 有 者 と 比 較 し て 可 撤 性 義 歯 使 用 者 で 最 大

咬 合 力 が 小 さ く ，有 意 な 差 が 認 め ら れ た ( p < 0 . 0 5 )． 
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【 分 析 2  生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の

比 較 】  

本 研 究 の 対 象 者 の う ち ， 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た

高 齢 者 を 選 択 す る た め ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 が 1 3

点 満 点 の 高 齢 者 を 抽 出 し ， そ れ ら を 生 活 機 能 維 持

群 と 定 義 し た ． 1 2点 以 下 の 者 を ， 生 活 機 能 低 下 群

と し た ． 続 い て ， 生 活 機 能 維 持 群 が ， ど の よ う な

集 団 で あ る か を 検 討 す る た め ，歯 数 ，最 大 咬 合 力 ，

刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，M o C A - J得 点 ，握 力 ，教 育 年

数 に つ い て ，生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 を ，

M a n n - W h i t n e yの U検 定 を 用 い て 比 較 し た ． ま た ，

既 往 歴 ， 喫 煙 習 慣 ， 飲 酒 習 慣 ， 経 済 状 況 ， 同 居 状

況 ， 欠 損 補 綴 の 状 況 に つ い て ， 生 活 機 能 維 持 群 と

生 活 機 能 低 下 群 を ，カ イ 二 乗 検 定 に よ り 比 較 し た ．

分 析 に は ， 分 析 用 ソ フ ト ウ エ ア S P S S  V e r s i o n  2 0 . 0  

( I B M  J a p a n，東 京 )を 用 い た ．有 意 水 準 は 5 %と し た ． 
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【 分 析 結 果 2】  

性 別 ， 各 年 齢 群 に お け る 生 活 機 能 維 持 群 の 割 合

を 表 8に 示 す ．  

男 性 で は ，7 0歳 群 の う ち 1 6 5人 ( 4 7 . 4 % )，8 0歳 群 の

う ち 6 9人 ( 3 5 . 8 % )が ，老 研 式 活 動 能 力 指 標 が 1 3点 満

点 で あ り ，生 活 機 能 維 持 群 と な っ た ．そ の 割 合 は ，

7 0歳 群 の 方 が 大 き く ， 両 群 の 間 に 有 意 な 差 が 認 め

ら れ た ( p = 0 . 0 0 9 )． 女 性 で は ， 7 0歳 群 の う ち 2 7 1人

( 6 4 . 2 % )， 8 0歳 群 の う ち 1 1 5人 ( 4 7 . 5 % )が ，老 研 式 活

動 能 力 指 標 が 1 3点 満 点 で あ り ， 生 活 機 能 維 持 群 と

な っ た ． そ の 割 合 は ， 7 0歳 群 の 方 が 大 き く ， 両 群

の 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

続 い て ， 生 活 機 能 維 持 群 な ら び に 生 活 機 能 低 下

群 の ， 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ，

M o C A - J得 点 ， 握 力 ， 教 育 年 数 の 平 均 値 ， 中 央 値 ，

2 5パ ー セ ン タ イ ル 値 ， 7 5パ ー セ ン タ イ ル 値 を 表

9 ( 7 0歳 群 )お よ び 表 1 0 ( 8 0歳 群 )に 示 す ．  
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1 .  歯 数  

 7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 5 9 4 )， 女 性 ( p = 0 . 0 5 8 )と

も に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 歯 数 に

有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 0 . 6 0 3 )，女 性 ( p = 0 . 4 4 9 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 の 歯 数 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

2 .  最 大 咬 合 力  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 9 0 7 )， 女 性 ( p = 0 . 1 3 2 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 最 大 咬 合

力 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ，

男 性 ( p = 0 . 6 1 7 )，女 性 ( p = 0 . 1 7 3 )と も に ，生 活 機 能 維

持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 最 大 咬 合 力 に 有 意 な 差 は

認 め ら れ な か っ た ．  

 

3 .  刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 8 8 3 )， 女 性 ( p = 0 . 2 8 1 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に ， 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で は ， 男 性 で



37 

 

は 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に ， 有 意

な 差 は 認 め ら れ な か っ た ( p = 0 . 8 8 7 )．女 性 で は ， 生

活 機 能 維 持 群 の 方 が ， 生 活 機 能 低 下 群 よ り 刺 激 時

唾 液 分 泌 速 度 が 大 き く ， 有 意 な 差 が 認 め ら れ た

( p = 0 . 0 1 5 )．  

 

4 .  M o C A - J得 点  

7 0歳 群 の 男 性 で は ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能

低 下 群 の M o C A - J得 点 に ，有 意 な 差 は 認 め ら れ な か

っ た ( p = 0 . 6 8 1 )．女 性 で は ，生 活 機 能 維 持 群 の 方 が ，

生 活 機 能 低 下 群 よ り 高 い 値 を 示 し ， 有 意 な 差 が 認

め ら れ た ( p = 0 . 0 1 6 )． 8 0歳 群 の 男 性 で は ， 生 活 機 能

維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ( p = 0 . 1 8 4 )．女 性 で は ，生 活 機 能 維 持 群

方 が ， 生 活 機 能 低 下 群 よ り 高 い 値 を 示 し ， 有 意 な

差 が 認 め ら れ た ( p = 0 . 0 0 1 )．  

 

5 .  握 力  

7 0歳 群 の 男 性 で は ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能

低 下 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た
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( p = 0 . 9 4 7 )． 女 性 で は ， 生 活 機 能 維 持 群 の 方 が ， 生

活 機 能 低 下 群 よ り 高 い 値 を 示 し ， 有 意 な 差 が 認 め

ら れ た ( p = 0 . 0 0 6 )． 8 0歳 群 の 男 性 で は ，生 活 機 能 維

持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に ， 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ( p = 0 . 6 0 2 )． 8 0歳 群 の 女 性 で は ， 生 活 機

能 維 持 群 の 方 が 生 活 機 能 低 下 群 よ り 高 い 値 を 示 し ，

有 意 な 差 が 認 め ら れ た ( p = 0 . 0 0 1 )．  

 

6 .  教 育 年 数  

7 0歳 群 の 男 性 で は ， 生 活 機 能 維 持 群 と ， 生 活 機

能 低 下 群 と の 間 に ， 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た

( p = 0 . 5 9 7 )． 一 方 で ， 女 性 で は ， 生 活 機 能 維 持 群 の

方 が ， 生 活 機 能 低 下 群 7 0歳 群 よ り 高 い 値 を 示 し ，

有 意 な 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 3 2 )． 8 0歳 群 で は ， 男 性

( p = 0 . 0 3 6 )，女 性 ( p = 0 . 0 0 4 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

の 方 が ， 生 活 機 能 低 下 群 よ り 教 育 年 数 が 長 く ， 有

意 な 差 が み ら れ た ．  

 

次 に ， 生 活 機 能 維 持 群 な ら び に 生 活 機 能 低 下 群

に お け る 心 疾 患 ， 脳 卒 中 ， 高 血 圧 ， 糖 尿 病 ， 高 脂
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血 症 ， 腎 疾 患 ， 高 尿 酸 血 症 の 既 往 が あ る 者 の 割 合

を 表 1 1に 示 す ．  

 

7 .  心 疾 患 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 8 8 1 )， 女 性 ( p = 1 . 0 0 0 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 1 . 0 0 0 )，女 性 ( p = 0 . 8 6 8 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

8 .  脳 卒 中 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 5 8 1 )， 女 性 ( p = 0 . 4 3 0 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 0 . 1 4 6 )，女 性 ( p = 0 . 2 8 6 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  
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9 .  高 血 圧 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 1 2 5 )， 女 性 ( p = 0 . 1 9 9 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 0 . 0 7 2 )，女 性 ( p = 0 . 2 4 9 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

1 0 .  糖 尿 病 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 0 7 7 )， 女 性 ( p = 0 . 5 2 5 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 0 . 5 3 9 )，女 性 ( p = 0 . 6 6 8 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

1 1 .  高 脂 血 症 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 6 7 6 )， 女 性 ( p = 0 . 1 1 4 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性
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( p = 0 . 3 3 4 )，女 性 ( p = 0 . 3 6 5 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

1 2 .  腎 疾 患 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 5 3 5 )， 女 性 ( p = 0 . 5 3 3 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 1 . 0 0 0 )，女 性 ( p = 1 . 0 0 0 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  

 

1 3 .  高 尿 酸 血 症 の 既 往  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 1 2 1 )， 女 性 ( p = 1 . 0 0 0 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 1 . 0 0 0 )，女 性 ( p = 0 . 1 9 4 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  
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次 に ， 生 活 機 能 維 持 群 な ら び に 生 活 機 能 低 下 群

に お け る 飲 酒 習 慣 ，喫 煙 習 慣 の 状 況 を 表 1 2に 示 す ． 

 

1 4 .  飲 酒 習 慣  

飲 酒 の 習 慣 が あ る 者 の 割 合 に つ い て ， 7 0歳 群 で

は ，男 性 ( p = 0 . 8 7 5 )，女 性 ( p = 0 . 9 5 6 )と も に ，生 活 機

能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性 ( p = 0 . 4 9 4 )， 女

性 ( p = 0 . 1 4 2 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低

下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

1 5 .  喫 煙 習 慣  

喫 煙 の 経 験 が あ る 者 の 割 合 に つ い て ， 7 0歳 群 で

は ，男 性 ( p = 0 . 5 9 4 )，女 性 ( p = 0 . 1 0 2 )と も に ，生 活 機

能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性 ( p = 0 . 8 2 6 )， 女

性 ( p = 0 . 4 3 0 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低

下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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次 に ， 生 活 機 能 維 持 群 な ら び に 生 活 機 能 低 下 群

に お け る 経 済 状 況 ， 同 居 状 況 を 表 1 3に 示 す ．  

 

1 6 .  経 済 状 況  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 1 5 8 )， 女 性 ( p = 0 . 1 3 1 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 男 性 で は ， 生

活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た ( p = 0 . 8 5 4 )． 8 0歳 群 の 女 性 で は ，

生 活 機 能 低 下 群 の 方 が ， 「 ゆ と り が な い 」 と 回 答

し た 者 の 割 合 が 多 く ， 有 意 な 差 が 認 め ら れ た

( p = 0 . 0 3 9 )．  

 

1 7 .  同 居 状 況  

7 0歳 群 で は ， 男 性 ( p = 0 . 8 3 0 )， 女 性 ( p = 0 . 4 3 4 )と も

に ， 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有

意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 8 0歳 群 で も ， 男 性

( p = 0 . 3 8 5 )，女 性 ( p = 0 . 5 8 2 )と も に ，生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 と の 間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な

か っ た ．  
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次 に ， 生 活 機 能 維 持 群 な ら び に 生 活 機 能 低 下 群

に お け る 欠 損 補 綴 の 状 況 を 表 1 4に 示 す ．  

各 年 齢 群 に お け る ， 可 撤 性 義 歯 の 使 用 者 ， 固 定

性 架 橋 義 歯 の 保 有 者 ， 固 定 性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 の

保 有 者 の 割 合 を 示 す が ， 複 数 の 補 綴 装 置 を 使 用 ・

保 有 す る 者 も い る た め ， 合 計 は 1 0 0 % と な ら な い ． 

 

1 8 .  可 撤 性 義 歯 使 用 者 の 割 合  

7 0歳 群 ( p = 0 . 5 0 2 )， 8 0歳 群 ( p = 0 . 1 8 0 )と も に ， 生 活

機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た ．  

 

1 9 .  固 定 性 架 橋 義 歯 保 有 者 の 割 合  

7 0歳 群 ( p = 0 . 7 7 1 )， 8 0歳 群 ( p = 0 . 2 4 2 )と も に ， 生 活

機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た ．  

 

2 0 .  固 定 性 イ ン プ ラ ン ト 義 歯 保 有 者 の 割 合  

7 0歳 群 ( p = 1 . 0 0 0 )， 8 0歳 群 ( p = 0 . 5 0 3 )と も に ， 生 活
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機 能 維 持 群 と 生 活 機 能 低 下 群 の 間 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た ．  
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【 分 析 3  生 活 機 能 維 持 群 に お け る 認 知 機 能 と

口 腔 機 能 ， 他 の 変 数 の 関 連 】  

 生 活 機 能 維 持 群 を 対 象 に ， 認 知 機 能 が ど の よ

う な 変 数 と 関 連 し て い る か を 検 討 す る た め ，ま ず ，

M a n n - W h i t n e yの U検 定 を 用 い ， M o C A - J得 点 を 性 別 ，

年 齢 群 ， 経 済 状 況 ， 同 居 状 況 ， 既 往 歴 の 有 無 で 比

較 し た ． 次 に ， K r u s k a l - W a l l i s検 定 な ら び に

M a n n - W h i t n e yの U検 定 を 用 い て ， M o C A - J得 点 を 飲

酒 習 慣 ， 喫 煙 習 慣 の 違 い で 比 較 し た ． 最 後 に ， 男

女 別 に ，M o C A - J得 点 と 歯 数 ，最 大 咬 合 力 ，刺 激 時

唾 液 分 泌 速 度 ， 握 力 ， 教 育 年 数 の 相 関 を S p e a r m a n

の 順 位 相 関 係 数 を 用 い て 検 討 し た ． 分 析 に は ，分

析 用 ソ フ ト ウ エ ア S P S S  V e r s i o n  2 0 . 0  ( I B M  J a p a n ，

東 京 )を 用 い た ． 有 意 水 準 は 5 %と し た ．  
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【 分 析 結 果 3】  

M a n n - W h i t n e yの U検 定 に よ る 性 別 ，経 済 状 況 ，同

居 状 況 ご と の M o C A - J得 点 を ， 表 1 5に 示 す ．  

 

1 .  性 別 に よ る 比 較  

M o C A - J得 点 の 平 均 値 は ， 男 性 で 2 2 . 4点 ， 女 性 で

2 3 . 0点 で あ り ， 有 意 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 3 7 )．  

 

2 .  年 齢 に よ る 比 較  

M o C A - J得 点 の 平 均 値 は ， 7 0歳 で 2 3 . 2点 ， 8 0歳 群

で 2 1 . 7点 で あ り ， 有 意 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 0 1 )．  

 

3 .  経 済 状 況 に よ る 比 較  

M o C A - J得 点 の 平 均 値 は ， 経 済 的 に 普 通 ま た は ゆ

と り が あ る と 答 え た 者 で 2 2 . 9点 ， ゆ と り が な い と

答 え た 者 で 2 1 . 9点 で あ り ， 有 意 差 が み ら れ た

( p = 0 . 0 0 4 )．  

 

4 .  同 居 状 況 に よ る 比 較  

M o C A - J得 点 の 平 均 値 は ， 家 族 等 と 同 居 し て い る
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者 で 2 2 . 8点 ， 独 居 の 者 で 2 2 . 5点 で あ り ， 有 意 な 差

は 認 め ら れ な か っ た ( p = 0 . 3 8 3 )．  

 

次 に ， 既 往 歴 の 有 無 に よ る M o C A - J得 点 を ， 表 1 6

に 示 す ．  

 

5 .  既 往 歴 に よ る 比 較  

8 0 歳 群 男 性 に お い て ， M o C A - J 得 点 の 平 均 値 は ，

心 疾 患 の 既 往 の あ る 者 で 2 3 . 5点 ， な い 者 で 2 1 . 2点

で あ り ， 有 意 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 3 0 )． 同 様 に ， 高

脂 血 症 の 既 往 の あ る 者 で 2 2 . 9点 ， 無 い 者 で 平 均

2 1 . 0点 で あ り ， 有 意 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 3 8 )． 腎 疾

患 の 既 往 の あ る 者 で 2 5 . 7点 ， 無 い 者 で 2 1 . 5点 で あ

り ，有 意 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 3 5 )．高 尿 酸 血 症 の 既

往 の あ る 者 で 2 4 . 5点 ， 無 い 者 で 2 1 . 3点 で あ り ， 有

意 差 が み ら れ た ( p = 0 . 0 1 8 )．一 方 で ， 7 0歳 群 女 性 に

お い て ，M o C A - J得 点 の 平 均 値 は ，高 血 圧 の 既 往 の

無 い 者 で 2 3 . 9点 ， あ る 者 で 2 2 . 8点 で あ り ， 有 意 差

が み ら れ た ( p = 0 . 0 1 4 )．他 の 疾 患 ，な ら び に 7 0歳 群

男 性 ， 8 0歳 群 女 性 で は ， 既 往 歴 の 有 無 に よ っ て
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M o C A - J得 点 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

次 に ， 飲 酒 習 慣 ， 喫 煙 習 慣 に よ る M o C A - J得 点 を

表 1 7に 示 す ．  

 

6 .  飲 酒 習 慣 に よ る 比 較  

男 性 で は ，K r u s k a l - W a l l i s検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ，

7 0歳 群 に お い て ， 飲 酒 習 慣 が 異 な っ て も M o C A - J

得 点 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 2 1 7 )．

M a n n - W h i t n e yの U検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ， 8 0歳 群

男 性 で も ，飲 酒 習 慣 が 異 な っ て も M o C A - J得 点 に 有

意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 9 4 2 )．  

女 性 で は ，K r u s k a l - W a l l i s検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ，

7 0歳 群 に お い て ， 飲 酒 習 慣 が 異 な っ て も M o C A - J

得 点 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 0 7 7 )．

M a n n - W h i t n e yの U検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ， 8 0歳 群

女 性 で も ，飲 酒 習 慣 が 異 な っ て も M o C A - J得 点 に 有

意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 9 2 3 )．  

 

 



50 

 

7 .  喫 煙 習 慣 に よ る 比 較  

男 性 で は ，K r u s k a l - W a l l i s検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ，

7 0歳 群 に お い て ，喫 煙 習 慣 が 異 な っ て も ，M o C A - J

得 点 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 9 2 1 )． 8 0歳

群 で も ，喫 煙 習 慣 が 異 な っ て も ，M o C A - J得 点 に 有

意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 0 8 7 )．  

女 性 で は ，K r u s k a l - W a l l i s検 定 に よ る 検 討 の 結 果 ，

7 0歳 群 に お い て ，喫 煙 習 慣 が 異 な っ て も ，M o C A - J

得 点 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 1 6 8 )． 8 0歳

群 に お い て も ， 喫 煙 習 慣 が 異 な っ て も ， M o C A - J

得 点 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( p = 0 . 4 0 5 )．  

 

8 .  M o C A - J得 点 と 口 腔 機 能 ，握 力 ，な ら び に 教 育 年

数 と の 関 連  

S p e a r m a nの 順 位 相 関 係 数 に よ る 検 討 の 結 果 を 表

1 8に 示 す ．男 性 で は ，M o C A - J得 点 と ，歯 数 ( r s = 0 . 2 2 2， 

p = 0 . 0 0 1 )， 最 大 咬 合 力 ( r s = 0 . 2 8 3，  p < 0 . 0 0 1 )， 刺 激

時 唾 液 分 泌 速 度 ( r s = 0 . 1 7 8，  p = 0 . 0 0 6 )， 握 力

( r s = 0 . 2 0 6，  p = 0 . 0 0 1 )， 教 育 年 数 ( r s = 0 . 3 4 5，  

p < 0 . 0 0 1 )と の 間 に 有 意 な 相 関 が 認 め ら れ た ． 女 性
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で は ，M o C A - J得 点 と ，歯 数 ( r s = 0 . 1 5 6， p = 0 . 0 0 2 )，

最 大 咬 合 力 ( r s = 0 . 2 1 8，  p < 0 . 0 0 1 )， 握 力 ( r s = 0 . 1 9 4， 

p < 0 . 0 0 1 )， 教 育 年 数 ( r s = 0 . 3 2 6，  p < 0 . 0 0 1 )と の 間 に

有 意 な 相 関 が 認 め ら れ た が ，M o C A - J得 点 と 刺 激 時

唾 液 分 泌 速 度 と の 間 に は ， 有 意 な 相 関 は 認 め ら れ

な か っ た ( p = 0 . 7 5 0 )．  
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【 分 析 4  多 変 量 解 析 に よ る 認 知 機 能 と 口 腔 機 能 ，

他 の 変 数 の 関 連 】  

最 後 に ， 高 次 生 活 機 能 維 持 者 を 対 象 に ， 認 知 機

能 と 口 腔 機 能 ， な ら び に 他 の 変 数 と の 関 連 を ， 多

変 量 解 析 に よ り 分 析 し た ．  

強 制 投 入 法 に よ る 重 回 帰 分 析 を 用 い ， 目 的 変 数

を M o C A - J得 点 ， 説 明 変 数 を 歯 数 (本 )，最 大 咬 合 力

( N )， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 ( m l /分 )， 性 別 (男 性 = 0，

女 性 = 1 )，年 齢 ( 7 0歳 群 = 0，8 0歳 群 = 1 )，教 育 年 数 (年 )，

握 力 ( k g f )， 同 居 状 況 (家 族 そ の 他 と 同 居 = 0， 独 居

= 1 )， 経 済 状 況 (ゆ と り が あ る ， 普 通 = 0， ゆ と り が

な い = 1 )，飲 酒 ・ 喫 煙 習 慣 (な し = 0，あ り = 1 )，既 往

歴 (な し = 0， あ り = 1 )と し た ． 分 析 に は 分 析 用 ソ フ

ト ウ エ ア S P S S  V e r s i o n  2 0 . 0  ( I B M  J a p a n，東 京 )を 用

い た ． 有 意 水 準 は 5 %と し た ．  
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【 分 析 結 果 4】   

M o C A - Jを 目 的 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 の 結 果 を

表 1 9に 示 す ．決 定 係 数 R
2 は 0 . 1 9 8で あ っ た ．説 明 変

数 の う ち ， 性 別 (標 準 化 偏 回 帰 係 数 β = 0 . 3 5 0，

p < 0 . 0 0 1 )， 教 育 年 数 (β = 0 . 2 7 2， p < 0 . 0 0 1 )， 握 力 (β

= 0 . 1 9 4，p = 0 . 0 0 1 )，適 度 に 飲 酒 す る 習 慣 (β = 0 . 1 0 4，

p = 0 . 0 1 8 )，年 齢 (β = - 0 . 0 9 6，p = 0 . 0 2 3 )，経 済 状 況 (β

= - 0 . 0 9 1，p = 0 . 0 1 4 )  に 加 え て ，最 大 咬 合 力 (β = 0 . 1 0 1，

p = 0 . 0 4 0 )が 有 意 な 説 明 変 数 と な っ た ． 歯 数 ， 刺 激

時 唾 液 分 泌 速 度 ， 既 往 歴 ， 大 量 に 飲 酒 す る 習 慣 ，

喫 煙 習 慣 は ， 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か っ た ． す

な わ ち ，男 性 よ り 女 性 で ，教 育 年 数 が 長 い 者 ほ ど ，

握 力 が 大 き い 者 ほ ど ， 適 度 に 飲 酒 す る 習 慣 の あ る

者 で ， 8 0歳 群 よ り 7 0歳 群 で ， 経 済 状 況 に ゆ と り の

な い 者 よ り ， 普 通 か ゆ と り の あ る 者 で ， 認 知 機 能

が 高 い 結 果 と な っ た ． さ ら に ， そ れ ら の 変 数 と は

独 立 し て ， 最 大 咬 合 力 が 大 き い 者 ほ ど ， 認 知 機 能

が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た ．  
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【 考 察 】  

1 .  研 究 デ ザ イ ン に つ い て  

本 研 究 は ， 地 域 高 齢 者 を 対 象 に し た 横 断 研 究 で

あ る ． 対 象 と し た 地 域 高 齢 者 の う ち ， 老 研 式 活 動

能 力 指 標 を 用 い て 高 次 生 活 機 能 を 評 価 し ， 生 活 機

能 が 維 持 さ れ て い る 高 齢 者 を 抽 出 し ， 口 腔 機 能 と

認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て 多 変 量 解 析 を 用 い て 検

討 し た ． 高 齢 者 に お い て ， 認 知 機 能 低 下 は ， 引 き

続 い て 生 活 機 能 を 低 下 さ せ  ( 3 5 )，生 活 機 能 低 下 が

口 腔 状 態 を 悪 化 さ せ る ( 1 5 )こ と が 知 ら れ て い る ．

口 腔 機 能 と 認 知 機 能 と の 因 果 関 係 を 検 討 す る に は ，

縦 断 研 究 に お け る 分 析 が 必 須 で あ る が ， 本 研 究 で

は ， 分 析 対 象 を 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た 高 齢 者 に 限

定 す る こ と で ， 生 活 機 能 低 下 に よ る 口 腔 機 能 へ の

影 響 を 除 外 す る こ と を 試 み た ．  

 

2 .  対 象 者 に つ い て  

ま ず ， 対 象 地 域 の 住 民 基 本 台 帳 に 登 録 さ れ て い

る 対 象 年 齢 の 者 全 員 に ， 調 査 参 加 依 頼 の 手 紙 を 送

っ た ． そ の 上 で ， 調 査 参 加 に 同 意 が 得 ら れ た 者 の
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う ち ， 本 研 究 の 調 査 項 目 全 て を 終 了 す る こ と が で

き た 1 2 0 5名 を 対 象 と し た ． し た が っ て ， 本 研 究 の

対 象 者 は ， 比 較 的 健 康 な 7 0歳 な ら び に 8 0歳 の 高 齢

者 と な り ， 選 択 バ イ ア ス が 生 じ て い る 可 能 性 が あ

る ． 本 研 究 の 対 象 者 に お け る 老 研 式 活 動 能 力 指 標

の 平 均 値 は ， 7 0歳 群 男 性 に お い て 1 2 . 0， 7 0歳 群 女

性 に お い て 1 2 . 4， 8 0歳 群 男 性 に お い て 1 1 . 6， 8 0歳

群 女 性 に お い て 1 1 . 9で あ っ た ． 古 谷 野 ら の 報 告

( 3 6 )に よ る と ， 東 京 都 小 金 井 市 在 住 の 高 齢 者 の 老

研 式 活 動 能 力 指 標 の 値 は ， 7 0 - 7 4歳 男 性 で 1 1 . 8，同

女 性 で は 1 1 . 6， 8 0 - 8 4歳 男 性 で は 1 0 . 0， 同 女 性 で は

8 . 1で あ っ た ．ま た ，C h e nら が 高 知 県 の 地 域 高 齢 者

(平 均 年 齢 7 5 . 0歳 )を 対 象 と し た 研 究 の 結 果 に よ る

と ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 の 平 均 値 は 1 1 . 7点 で あ っ

た ( 3 7 )． こ れ ら よ り ， 本 研 究 の 対 象 者 の 生 活 機 能

は ， 自 立 し た 地 域 高 齢 者 と し て 特 異 で は な い と 考

え ら れ る ．  

A k u n eら ( 3 8 )に よ る 報 告 で は ， 調 査 会 場 ま で 歩 行

す る こ と が 可 能 な 日 本 の 高 齢 者 (平 均 年 齢 7 4 . 9歳 )

に お い て ， 男 性 の 握 力 の 平 均 値 は 3 5 . 7 k g f，  女 性
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で は 2 3 . 0 k g fで あ っ た ．本 研 究 の 対 象 者 の 平 均 握 力

は 7 0歳 群 男 性 に お い て 3 2 . 3 k g f， 同 女 性 に お い て

1 9 . 1 k g f，8 0歳 群 男 性 に お い て 2 7 . 8 k g f，同 女 性 に お

い て 1 6 . 9 k g fで あ っ た ．こ の こ と か ら ，本 研 究 の 対

象 者 の 握 力 は A k u n eら の 研 究 の 対 象 者 で あ る 比 較

的 健 康 な 高 齢 者 と 比 較 す る と や や 低 い と 考 え ら れ

る ．  

本 研 究 の 対 象 者 に お け る 平 均 歯 数 は ， 7 0歳 群 男

性 に お い て 2 0 . 9本 ， 同 女 性 に お い て 2 1 . 1本 ， 8 0歳

群 男 性 に お い て 1 5 . 6本 ， 同 女 性 に お い て 1 3 . 9本 で

あ っ た ． 平 成 2 3年 の 歯 科 疾 患 実 態 調 査 の 6 9 - 7 1歳 ，

7 9 - 8 1歳 に お け る 平 均 残 存 歯 数 は ，そ れ ぞ れ 1 9 . 5本 ，

1 3 . 0本 で あ り ( 1 8 )， 本 研 究 の 対 象 者 の 平 均 残 存 歯

数 の 方 が わ ず か に 多 か っ た ． こ の こ と か ら ， 口 腔

の 健 康 状 態 に つ い て ， 本 研 究 の 対 象 者 は ， 日 本 の

一 般 的 な 高 齢 者 よ り も 口 腔 の 健 康 が 良 好 で あ る 可

能 性 が あ る ．  
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3 .  生 活 機 能 維 持 群 ，生 活 機 能 低 下 群 の 定 義 に つ い

て  

 本 研 究 の 対 象 者 の う ち ， 老 研 式 活 動 能 力 指 標 が

1 3点 満 点 の 者 を 生 活 機 能 維 持 群 ， 1 2点 以 下 の 者 を

生 活 機 能 低 下 群 と 定 義 し た と こ ろ ， 本 研 究 の 対 象

者 全 体 の う ち ， 生 活 機 能 維 持 群 と 判 断 さ れ た 者 は

7 0歳 群 男 性 の 4 7 . 4 %，同 女 性 の 6 4 . 2 %， 8 0歳 群 男 性

の 3 5 . 8 %，同 女 性 の 4 7 . 5 %で あ っ た ． 過 去 の 報 告 に

お い て ， F u j i w a r a ら は 縦 断 研 究 で 地 域 高 齢 者 の 生

活 機 能 低 下 を 捉 え る た め に 老 研 式 活 動 能 力 指 標 が

1 3 点 満 点 の 者 の み を 追 跡 し て い る ( 2 7 )ほ か ， 衣 笠

ら は 老 研 式 活 動 能 力 指 標 1 2点 以 下 の 者 が 低 体 力 者

で あ る と 結 論 づ け て お り ( 3 9 ) ,  高 齢 者 を 生 活 機 能

に よ っ て 区 分 す る 方 法 と し て 妥 当 で あ る と 考 え ら

れ る ． 本 研 究 に お け る 生 活 機 能 維 持 群 と 生 活 機 能

低 下 群 の 口 腔 状 態 に 関 す る 比 較 で は ， 8 0歳 群 女 性

に お け る 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 が ， 生 活 機 能 維 持 群

の 方 が 生 活 機 能 低 下 群 よ り 大 き く ， 有 意 差 が み ら

れ た ．一 方 で ，そ れ 以 外 の 群 で は 有 意 な 差 は 無 く ，

ま た ， 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 な ら び に 欠 損 補 綴 状 況 に
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も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ． し た が っ て ， 両

者 の 口 腔 機 能 に 大 き な 差 は な か っ た と 考 え ら れ る ．

全 身 的 既 往 歴 ， 同 居 状 況 ， 飲 酒 ・ 喫 煙 習 慣 に つ い

て も 両 者 の 間 に 有 意 な 差 は 無 か っ た ． 一 方 で ， 女

性 は 認 知 機 能 ， 教 育 年 数 ， 握 力 が ， 生 活 機 能 維 持

群 の 方 が 有 意 に 高 い 値 を 示 し ， ま た 8 0歳 群 男 性 に

お い て ， 生 活 機 能 維 持 群 は ， 教 育 年 数 が 長 く ， 8 0

歳 群 女 性 の 生 活 機 能 低 下 群 は ， 経 済 的 に ゆ と り の

な い 者 が 多 か っ た ． し た が っ て ， 生 活 機 能 維 持 群

と 生 活 機 能 低 下 群 は ， 特 に 認 知 機 能 ， 教 育 年 数 ，

握 力 ， 経 済 状 態 ， 唾 液 分 泌 速 度 に 若 干 の 違 い が み

ら れ た も の の ， 歯 の 状 態 や そ の 他 の 口 腔 機 能 に ほ

と ん ど 差 は み ら れ な か っ た ．  

 

4 .  測 定 項 目 に つ い て  

1 )  最 大 咬 合 力 の 測 定  

本 研 究 に お け る 口 腔 機 能 評 価 の 一 つ と し て ， 咬

頭 嵌 合 位 付 近 の 全 歯 列 に お け る 最 大 咬 合 力 を 用 い

た ． 咬 合 力 の 測 定 法 に は ， ロ ー ド セ ル 等 を 咬 合 さ

せ る こ と に よ っ て 個 歯 咬 合 力 を 測 定 す る も の ( 4 0 ,  
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4 1 )，歯 列 型 の シ ー ト 等 を 用 い て 全 歯 列 の 咬 合 力 を

測 定 す る も の ( 4 2 - 4 4 )，可 撤 性 義 歯 に 取 り 付 け た ロ

ー ド セ ル 等 を 介 し て 咬 合 時 の 上 下 顎 間 の 圧 力 を 測

定 す る も の ( 4 5 )な ど が あ る ． 個 歯 咬 合 力 は ， 測 定

す る 歯 の 状 態 が 大 き く 影 響 し ， 対 象 者 の 歯 列 全 体

の 状 態 を 反 映 し て い る と は い え な い ． ま た ， 本 研

究 の よ う な 高 齢 者 を 対 象 と し た 研 究 の 場 合 欠 損 歯

を 持 つ 対 象 者 が 多 く ， 適 当 で な い と 考 え ら れ る .

そ の 一 方 で ，本 研 究 で 使 用 し た 厚 さ 9 8 µ mの 感 圧 シ

ー ト は ， 全 歯 列 に よ る 最 大 咬 合 力 を 計 測 す る こ と

が 可 能 で あ る ．  

感 圧 シ ー ト に よ っ て 算 出 さ れ た 咬 合 力 の 値 は ，

咬 頭 嵌 合 位 付 近 に お け る 咬 合 時 の 各 接 触 面 積 と そ

の 平 均 圧 力 の 総 和 で あ り ， 対 象 者 の 歯 列 全 体 の 状

態 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る ． ま た ， 感 圧 シ ー

ト を 用 い て 最 大 咬 合 力 を 測 定 す る 利 点 と し て ， シ

ー ト の 厚 み が 非 常 に 薄 く ， 咬 頭 嵌 合 位 に 近 い 状 態

で 測 定 が で き る こ と ， 測 定 時 に は シ ー ト 以 外 の 特

殊 な 機 器 を 使 用 せ ず ， 簡 便 で あ る こ と ， 測 定 に か

か る 時 間 が 短 く ， 多 人 数 に 対 し て 行 う 調 査 に 適 し
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て い る こ と 等 が 挙 げ ら れ る ． さ ら に ， 算 出 さ れ た

咬 合 力 の 値 は ， 正 確 性 が 高 く ( 4 6 )， 再 現 性 が 高 い

( 4 7 )こ と も 報 告 さ れ て い る ．  

ま た ， 過 去 の 研 究 に お い て ， 最 大 咬 合 力 と 咀 嚼

能 率 と の 関 連 が 報 告 さ れ て い る ． O k i y a m aら ( 4 4 )

は ， 検 査 用 グ ミ ゼ リ ー を 用 い た 咀 嚼 能 率 と 最 大 咬

合 力 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 関 係 を 認 め た と 報 告

し て い る ． さ ら に ， I k e b eら ( 4 3 ,  4 8 )は ， 検 査 用 グ

ミ ゼ リ ー を 用 い た 咀 嚼 能 率 を 従 属 変 数 と し た 重 回

帰 分 析 を 行 っ た 結 果 に つ い て 報 告 し て い る ． そ れ

に よ る と ， 年 齢 ， 性 別 ， 唾 液 分 泌 量 ， E i c h n e r分 類

も し く は 歯 数 に よ る 影 響 を 調 整 し た 上 で も ， 最 大

咬 合 力 は ， 検 査 用 グ ミ ゼ リ ー を 用 い た 咀 嚼 能 率 と

有 意 に 関 連 し て い た ． 以 上 の こ と よ り ， 本 研 究 で

は 口 腔 機 能 の 指 標 の 一 つ と し て ， 感 圧 シ ー ト に よ

る 最 大 咬 合 力 の 測 定 を 行 っ た ．  

本 研 究 の 対 象 者 に お け る 最 大 咬 合 力 の 平 均 値 は ，

7 0歳 群 男 性 で 6 0 2 N，同 女 性 で 4 9 2 N，8 0歳 群 男 性 で

3 4 8 N， 同 女 性 で 2 8 7 Nで あ り ， O k i y a m aら が 報 告 し

て い る ，本 研 究 と 同 じ 方 法 で 測 定 し た 若 年 男 性 (平
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均 年 齢 2 8 . 3± 1 . 9歳 )の 平 均 最 大 咬 合 力 7 2 7 N ( 4 4 )と

比 較 す る と 低 い と い え る ． ま た ， 本 研 究 に お け る

最 大 咬 合 力 の 全 体 平 均 は 4 9 4 Nで あ っ た ． 過 去 に

I k e b eら は ， 地 域 住 民 (平 均 年 齢 6 6 . 2± 4 . 2歳 )を 対 象

に ， 同 様 の 方 法 で 測 定 し た と こ ろ ， 最 大 咬 合 力 の

平 均 は 4 4 4 Nで あ っ た と 報 告 し て お り ，本 研 究 に お

け る 最 大 咬 合 力 の 値 は ， 妥 当 な も の で あ っ た と 考

え ら れ る ．  

ま た ， 欠 損 補 綴 装 置 の 種 類 に よ る 比 較 に お い て

は ， す べ て の 年 齢 群 ， 性 別 に お い て ， 可 撤 性 義 歯

を 使 用 し て い る 者 の 最 大 咬 合 力 は ， 他 の 補 綴 装 置

を 保 有 し て い る 者 ， 欠 損 補 綴 装 置 の な い も の と 比

較 し て ， 小 さ く ， 有 意 な 差 が み ら れ た ． M i y a u r a

ら は ， 天 然 歯 列 者 と 比 較 し て ， 固 定 性 義 歯 ， 可 撤

性 義 歯 ， 全 部 床 義 歯 の 順 に ， 発 揮 で き る 最 大 咬 合

力 は 小 さ く な る と 報 告 し て い る ( 4 9 )． 一 般 に ， 有

床 義 歯 に よ る 欠 損 補 綴 の 場 合 ，残 存 歯 の み な ら ず ，

顎 堤 粘 膜 も 咬 合 力 を 負 担 す る こ と か ら ， 発 揮 で き

る 最 大 咬 合 力 は 固 定 性 架 橋 義 歯 と 比 較 す る と 小 さ

く な る と 考 え ら れ る ． ま た ， 遊 離 端 欠 損 や 多 数 歯
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欠 損 の よ う な ， 固 定 性 架 橋 義 歯 が 適 用 で き な い 欠

損 の 場 合 も ， 最 大 咬 合 力 は 小 さ く な る と 考 え ら れ

る ．  

 

2 )  刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 の 測 定 に つ い て  

本 研 究 で は ， 唾 液 分 泌 速 度 の 測 定 と し て パ ラ フ

ィ ン ペ レ ッ ト 咀 嚼 に よ る 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 を 用

い た ．I k e b eら の 報 告 に よ る と ( 1 9 )日 本 の 高 齢 者 (平

均 年 齢 6 6 . 2歳 )の 平 均 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は

1 . 1 6 m l /分 で あ り ，ま た 海 外 で は フ ィ ン ラ ン ド の 高

齢 者 ( 7 5歳 ， 8 0歳 ， 8 5歳 )の 平 均 刺 激 時 唾 液 分 泌 速

度 は 1 . 4 4 m lと 報 告 さ れ て い る  ( 5 0 )．本 研 究 の 対 象

者 の 平 均 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は ， 7 0歳 男 性 で

1 . 7 9 m l /分 ，同 女 性 で 1 . 3 1 m l /分 ，8 0歳 男 性 で 1 . 5 9 m l /

分 ，同 女 性 で 1 . 3 3 m l /分 で あ り ，日 本 の 従 来 の 報 告

と 比 較 す る と ， 刺 激 時 唾 液 分 泌 速 度 は 高 い が ， 海

外 で の 報 告 と 同 程 度 で あ っ た と い え る ．  

 

3 )  認 知 機 能 の 測 定 に つ い て  

本 研 究 で は ，認 知 機 能 の 測 定 に 日 本 語 版 M o n t r e a l  
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C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t ( M o C A - J )を 用 い た ． M o C Aは

カ ナ ダ の N a s r e d d i n eら に よ っ て 開 発 さ れ た 個 別 面

接 式 の 認 知 機 能 検 査 で あ る ( 2 1 )． 従 来 ， 認 知 機 能

検 査 と し て は M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n  

( M M S E ) ( 2 2 )や 改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー

ル ( H D S - R ) ( 5 1 )が 用 い ら れ て き た が ， M o C Aは ，

M M S Eや H D S - Rと 比 較 し て さ ら に 軽 度 な 認 知 機 能

低 下 の 検 出 を 目 的 と し て 作 成 さ れ ， 多 数 の 言 語 に

翻 訳 さ れ て 使 用 さ れ て い る ． 日 本 語 版 は F u j i w a r a

ら に よ っ て 2 0 1 0年 に 作 成 さ れ て い る ( 2 0 )． 本 研 究

の 対 象 者 に お け る M o C A - Jの 平 均 値 は ，7 0歳 男 性 で

2 2 . 7，同 女 性 で は 2 3 . 1， 8 0歳 男 性 で は 2 1 . 1，同 女 性

で は 2 0 . 8で あ っ た ．O h a r aら の 報 告 に よ る と ，日 本

の 地 域 高 齢 者 (平 均 年 齢 7 3 . 5歳 )の M o C A - J平 均 値 は

2 3 . 2で あ っ た ( 5 2 )． ま た ， ア メ リ カ に お け る 研 究

で は ， 1 8歳 か ら 8 5歳 ま で の 地 域 住 民 の M o C A平 均

値 は 2 3 . 4  ( 2 4 )， ポ ル ト ガ ル に お け る 研 究 で は ， 6 5

歳 以 上 の 地 域 高 齢 者 の M o C A平 均 値 は 2 2 . 7と 報 告

さ れ て お り  ( 5 3 )  ， 本 研 究 に お け る M o C A - J得 点 は ，

先 行 研 究 と 近 似 し て い る と 考 え ら れ る ． 一 方 ，
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M o C A - Jは ， 元 来 3 0点 満 点 中 の 2 5 / 2 6点 を カ ッ ト オ

フ 値 と し て 軽 度 認 知 機 能 低 下 を 検 出 す る も の で あ

っ た が ( 2 0 )， R o s s e t t iら は ，地 域 住 民 を 対 象 に し た

研 究 に お い て ， M o C Aの 2 5 / 2 6点 の カ ッ ト オ フ 値 を

適 応 し た 場 合 ， 6 6 %が 軽 度 認 知 機 能 低 下 と 判 定 さ

れ て し ま う と 報 告 し て い る ( 2 4 )． 本 研 究 に お い て

も ， 2 5 / 2 6点 の カ ッ ト オ フ 値 を 適 応 し た 場 合 ， 7 0

歳 男 性 の 6 7 . 5 %，同 女 性 の 6 4 . 5 %，8 0歳 男 性 の 7 7 . 2 %，

同 女 性 の 8 0 . 6 % が 軽 度 認 知 機 能 低 下 と 判 定 さ れ る ．

R o s s e t t iら は ，前 述 の 文 献 に お い て カ ッ ト オ フ 値 に

疑 問 を 投 じ て お り ， 未 だ に カ ッ ト オ フ 値 に つ い て

の コ ン セ ン サ ス は 得 ら れ て い な い と い え る ． そ の

た め ，本 研 究 に お い て も ，M o C A - J得 点 を 素 点 の ま

ま ， 連 続 変 数 と し て 扱 っ た ．  

4 )  歯 周 組 織 の 評 価 に つ い て  

本 研 究 で は ， 歯 周 組 織 の 評 価 は ， 分 析 対 象 と し

て い な い ． 一 般 に 大 規 模 調 査 に お け る 歯 周 組 織 の

評 価 法 と し て ， C o m m u n i t y  P e r i o d o n t a l  I n d e x ( 5 4 )

が 用 い ら れ る が ， 一 般 的 に ， 評 価 す る 歯 が 決 ま っ

て お り ， 高 齢 者 を 対 象 と し た 研 究 に お い て は ， 該
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当 歯 が 欠 損 し て い る 場 合 が あ る た め 適 切 で は な い

と 考 え ら れ る ． ま た ， 無 歯 顎 者 で は ， 歯 周 組 織 の

評 価 が で き な い た め ， 本 研 究 で は 歯 周 組 織 の 評 価

を 分 析 対 象 と し て い な い ． し か し ， O k a d aら は ，

臼 歯 部 の 咬 合 支 持 が 維 持 さ れ て い る 高 齢 者 に お い

て ， 他 の 要 因 を 調 整 し た 上 で も 歯 周 組 織 の 状 態 と

最 大 咬 合 力 に 有 意 な 関 連 が あ っ た と 報 告 し て い る

( 5 5 )． ま た ， T a k e u c h iら は ， 欠 損 の 少 な い (平 均 歯

数 2 4 . 3本 )者 を 対 象 に し た 研 究 に お い て ，歯 周 組 織

の 状 態 が 悪 い 者 は 最 大 咬 合 力 が 小 さ い と 報 告 し て

い る ． こ れ ら の こ と か ら ， 本 研 究 で 測 定 し て い る

最 大 咬 合 力 が ， 対 象 者 の 歯 周 組 織 の 状 態 を 間 接 的

に 反 映 し て い る と 考 え ら れ る ．  

 

5 .  生 活 機 能 維 持 群 に お け る 分 析 結 果 に つ い て  

 

1 )認 知 機 能 と 性 別 ， 年 齢 ， 経 済 状 況 ， 同 居 状 況

と の 関 連 に つ い て  

 本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お け る 分 析 の 結 果 ，

男 性 の 高 齢 者 と 比 較 し て ， 女 性 の 高 齢 者 の 方 が ，
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認 知 機 能 が 高 か っ た ．F r e i t a sら は M o C A得 点 と 性 別

に は 有 意 な 関 連 は み ら れ な か っ た と 報 告 し て い る

( 5 3 )が ， そ の 一 方 で ， R o b e r t sら は ， 縦 断 研 究 の 結

果 よ り 男 性 の 方 が 女 性 と 比 較 し て 軽 度 認 知 機 能 低

下 の リ ス ク が 高 い と 報 告 し て お り ( 5 6 )， 本 研 究 の

結 果 と は 矛 盾 し な い と 考 え ら れ る ．   

ま た ， 本 研 究 の 対 象 者 は ， 8 0歳 群 よ り 7 0群 の 方

が ，認 知 機 能 が 高 く ，こ れ は 高 齢 に な る ほ ど M o C A

得 点 が 低 く ， す な わ ち ， 認 知 機 能 が 年 齢 と と も に

低 下 す る と い う 過 去 の 報 告 と 一 致 し て い る ( 2 3 ,  

5 3 )．  

経 済 状 況 に つ い て は ， 「 ゆ と り が な い 」 と 回 答

し た 者 は 「 普 通 ま た は ゆ と り が あ る 」 と 回 答 し た

者 よ り ， 認 知 機 能 が 低 く ， こ れ は 過 去 の 報 告 と 一

致 し て い る ( 3 2 ,  5 7 )．し か し ，本 研 究 で は 対 象 者 の

主 観 的 な 評 価 を 2点 法 で 評 価 し た に 過 ぎ ず ，ど の 程

度 の 収 入 ， 経 済 状 況 の 違 い が 認 知 機 能 と 関 連 す る

か は 明 ら か で は な い ．  

同 居 状 況 に つ い て は ， 独 居 が 認 知 症 の リ ス ク で

あ る と し た 報 告 が あ る が ( 3 3 )， 本 研 究 で は 認 知 機



67 

 

能 と の 関 連 は 認 め ら れ な か っ た ． 上 述 の 報 告 は ス

ウ ェ ー デ ン に お け る 研 究 で あ り ， 社 会 情 勢 の 違 い

や ， 本 研 究 が 軽 度 の 認 知 機 能 低 下 を 扱 っ て い る こ

と が ， 異 な る 結 果 と な っ た 要 因 で あ る と 考 え ら れ

る ．  

 

2 )認 知 機 能 と 飲 酒 ・ 喫 煙 習 慣 と の 関 連 に つ い て  

 過 去 の 研 究 に お い て ， ア ル コ ー ル の 摂 取 量 が

中 等 度 で あ れ ば 認 知 症 の リ ス ク が 低 下 し ， 多 量 の

ア ル コ ー ル 摂 取 は 逆 に リ ス ク を 上 昇 さ せ る ， 「 U

字 型 」 の 効 果 が み ら れ た と の 報 告 が あ る ( 5 8 )一 方

で ， 飲 酒 習 慣 を 継 続 し て い る 者 の 方 が ， 認 知 機 能

が 高 い と す る 報 告 も み ら れ る ( 5 9 )． し か し ， 本 研

究 で は 7 0歳 群 ， 8 0歳 群 ， 男 性 ， 女 性 の ど の 群 に お

い て も ， 飲 酒 習 慣 の 違 い と 認 知 機 能 に は 有 意 な 関

連 は み ら れ な か っ た ． こ れ は 飲 酒 習 慣 と 認 知 機 能

の 二 変 量 で の 関 係 を 検 討 し た 結 果 で あ り ， 本 研 究

の 対 象 者 に お い て は 後 述 す る 教 育 年 数 ， 口 腔 機 能

等 ， 他 の 要 因 の 影 響 が 大 き か っ た た め と 考 え ら れ

る ．  
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ま た ， 過 去 の 縦 断 研 究 に お い て ， 喫 煙 と 認 知 機

能 低 下 と の 関 連 に つ い て ， 喫 煙 習 慣 が 認 知 症 の リ

ス ク を 増 加 さ せ る と す る 報 告 が あ る ( 6 0 )一 方 で ，

全 く 関 連 が な い と す る 報 告 ( 6 1 )も み ら れ る ． 本 研

究 に お い て は ， 男 性 ， 女 性 ， 7 0歳 群 ， 8 0歳 群 す べ

て に お い て ， 喫 煙 習 慣 が 異 な っ て も 認 知 機 能 に 有

意 な 差 は み ら れ な か っ た ． 本 研 究 の 生 活 機 能 維 持

群 に お い て ， 男 性 の 約 7 0 %に 喫 煙 経 験 が あ る の に

対 し ，女 性 で は 1 0 %未 満 で あ っ た こ と が ，分 析 3に

お け る ， 男 女 別 の 分 析 結 果 に 影 響 し て い る と 考 え

ら れ る ．  

 

3 )認 知 機 能 と 握 力 と の 関 連 に つ い て  

A l f a r o - A c h aら は ，握 力 の 小 さ い 高 齢 者 は ， 7年 後

の 認 知 機 能 検 査 の 得 点 が 低 か っ た と 報 告 し て い る

( 3 0 )．ま た ， B o y l eら は ，縦 断 研 究 に お い て ベ ー ス

ラ イ ン 時 の 身 体 活 動 性 が 低 い 者 は ， 軽 度 認 知 機 能

低 下 の リ ス ク が 高 く ， ま た ， 軽 度 認 知 機 能 低 下 を

発 症 し た 者 は ， そ う で な い 者 と 比 較 し て ベ ー ス ラ

イ ン 時 の 握 力 が 小 さ か っ た と 報 告 し て い る ( 3 1 )．
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本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お い て ， 男 性 ， 女 性 共

に ， 握 力 が 大 き い 者 ほ ど 認 知 機 能 が 高 い 結 果 と な

り ， こ れ は 先 行 研 究 の 結 果 と 一 致 し て い る と 考 え

ら れ る ．  

 

4 )認 知 機 能 と 教 育 年 数 と の 関 連 に つ い て  

本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お い て ， M o C A - J得 点

と 教 育 年 数 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ ，

教 育 年 数 が 長 い ほ ど 認 知 機 能 が 高 い こ と が 分 か っ

た ． 過 去 の 研 究 に お い て も ， 教 育 レ ベ ル の 高 い 者

は ，認 知 機 能 低 下 の リ ス ク が 低 い と の 報 告 ( 3 2 )や ，

ま た ， 教 育 と 認 知 機 能 得 点 と の 間 に 関 連 が み ら れ

る と し た 報 告 ( 3 4 )が あ り ， 本 研 究 の 結 果 と 一 致 し

て い る ． さ ら に ， 現 在 7 0歳 ， 8 0歳 の 高 齢 者 に と っ

て ， 教 育 歴 が 長 い ， す な わ ち 高 等 教 育 を 受 け る 機

会 が あ っ た と い う こ と は ， 社 会 的 ， 経 済 的 に 恵 ま

れ て い た と 考 え ら れ ， そ の 結 果 と し て 全 身 の 健 康

状 態 に 影 響 し た 可 能 性 が あ る ．  
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5 )認 知 機 能 と 全 身 的 既 往 歴 と の 関 連 に つ い て  

 

i )  心 疾 患 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お け る 分 析 の 結 果 ，

8 0歳 群 男 性 に お い て ， 心 疾 患 の 既 往 の あ る 者 が ，

な い 者 と 比 較 し て 認 知 機 能 が 高 い と い う 結 果

に な っ た ． 過 去 の 研 究 に お い て ， 心 疾 患 の 既 往

は ， 糖 尿 病 や 高 血 圧 を 合 併 し た 場 合 に ， ア ル ツ

ハ イ マ ー 病 の リ ス ク を 増 加 さ せ る が ， 単 独 で は

影 響 し な い と 報 告 さ れ て い る ( 6 2 )． 本 研 究 に お

い て ， 心 疾 患 の 既 往 と ， 認 知 機 能 に 正 の 相 関 が

あ っ た 要 因 は 定 か で は な い が ， 本 研 究 の 対 象 者

は ， 自 主 的 に 会 場 調 査 に 参 加 し た ， 比 較 的 健 康

な 地 域 高 齢 者 で あ り ， そ の 中 で も 生 活 機 能 維 持

群 に お い て は ， 問 診 に お い て 心 疾 患 の 既 往 あ り

と 回 答 し た 者 で も ， 比 較 的 軽 度 な 病 態 で あ っ た

可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る ．  

 

i i )  脳 卒 中 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

過 去 の 報 告 で は ， 臨 床 的 脳 卒 中 の 発 症 の 前 後
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で 認 知 機 能 が 低 下 す る ( 6 3 )と さ れ て い た が ， 本

研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お い て ， 脳 卒 中 の 既 往

の 有 無 に よ っ て ， 認 知 機 能 に 有 意 差 は 認 め ら れ

な か っ た ． 本 研 究 に お け る 生 活 機 能 維 持 群 は ，

比 較 的 健 康 な 地 域 高 齢 者 で あ り ， 脳 卒 中 の 既 往

が あ る 者 の 割 合 が ， 最 小 で 8 0 歳 群 女 性 の 1 . 7 % ，

最 大 で 8 0歳 群 男 性 の 5 . 8 %と 小 さ か っ た こ と が

関 係 し て い る と 考 え ら れ る ． ま た ， 既 往 の あ る

者 も ， 生 活 機 能 が 維 持 ま た は 回 復 さ れ た ， 比 較

的 軽 症 な 者 で あ っ た 可 能 性 が あ る ．  

 

i i i )  高 血 圧 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お い て ， 高 血 圧 の

既 往 の 有 無 に よ っ て 認 知 機 能 に 有 意 差 は 認 め

ら れ な か っ た ． 過 去 の 縦 断 研 究 に お い て ， 7 0歳

時 点 で の 高 血 圧 が 1 0か ら 1 5年 後 の ア ル ツ ハ イ

マ ー 病 の リ ス ク を 増 加 さ せ る と 報 告 さ れ て い

る 一 方 で ( 6 4 )， 高 血 圧 の 治 療 を 受 け る こ と で 認

知 症 の リ ス ク が 低 下 す る と の 報 告 も あ る ( 6 5 )．

本 研 究 に お い て 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 原
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因 と し て ， 高 血 圧 の 既 往 が あ る と 回 答 し た 者 の

中 で も ， そ の 多 く が 降 圧 剤 等 に よ る 治 療 を 受 け

て い る と 考 え ら れ る た め ， 認 知 機 能 と の 関 係 に

一 定 の 傾 向 が み ら れ な か っ た の で は な い か と

推 察 さ れ る ．  

 

i v )  糖 尿 病 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

本 研 究 の 生 活 機 能 維 持 群 に お い て ， 糖 尿 病 の

既 往 の 有 無 に よ っ て 認 知 機 能 に 有 意 差 は 認 め

ら れ な か っ た ． 過 去 の 研 究 に お い て ， 糖 尿 病 は

認 知 症 の 発 症 リ ス ク を 増 加 さ せ る と 報 告 さ れ

て い る が ( 6 6 )， 本 研 究 に お け る 糖 尿 病 の 既 往 を

有 す る 者 の 病 態 が ， 認 知 機 能 へ の 影 響 が 小 さ い

程 度 で あ っ た 可 能 性 が 高 い ．  

 

v )  高 脂 血 症 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

8 0歳 群 男 性 に お い て ， 高 脂 血 症 の 既 往 の あ る

者 が な い 者 よ り 認 知 機 能 が 高 い 結 果 と な っ た ．

高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症 が ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の

リ ス ク を 増 加 さ せ る と い う 過 去 の 報 告 ( 6 4 )と は
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一 致 し な い ． そ の 一 方 で ， メ カ ニ ズ ム は 明 確 で

は な い が ， 高 脂 血 症 の 治 療 薬 と し て 最 も 普 及 し

て い る ス タ チ ン が ， 認 知 機 能 低 下 を 妨 げ る 効 果

が あ る と 報 告 さ れ て お り ， 本 研 究 の 結 果 と の 関

連 が 推 察 さ れ る ( 6 7 )．  

 

v i )  腎 疾 患 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

8 0歳 群 男 性 に お い て の み ， 腎 疾 患 の 既 往 の あ

る 者 が な い 者 よ り 認 知 機 能 が 高 い 結 果 と な っ

た ． 腎 疾 患 と 認 知 機 能 の 関 連 を 検 討 し た 文 献 は

少 な い が ， 慢 性 腎 疾 患 患 者 を 対 象 と し た 研 究 に

お い て ， 腎 機 能 が 低 い 者 は 認 知 機 能 が 低 い と い

う 結 果 が 報 告 さ れ て い る ( 6 8 )． 本 研 究 の 生 活 機

能 維 持 群 の う ち 8 0歳 群 男 性 で は ， 腎 疾 患 の 既 往

を 有 す る 者 の 割 合 が 4 . 3 %と 小 さ か っ た た め ， こ

の よ う な 結 果 と な っ た 可 能 性 が あ る ．  

 

v i i )  高 尿 酸 血 症 の 既 往 と 認 知 機 能 と の 関 連  

8 0歳 群 男 性 に お い て の み ， 高 尿 酸 血 症 の 既 往

の あ る 者 が な い 者 よ り 認 知 機 能 が 高 い 結 果 と
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な っ た ． 地 域 高 齢 者 を 対 象 と し た 過 去 の 研 究 に

お い て ， 尿 酸 値 の 高 い 群 で ， 認 知 症 の 割 合 が 大

き い と 報 告 さ れ て お り ( 6 9 )， 本 研 究 は 過 去 の 報

告 と 矛 盾 す る 結 果 と な っ た ． 本 研 究 の 生 活 機 能

維 持 群 の う ち 8 0歳 群 男 性 で は ， 高 尿 酸 血 症 の 既

往 を 有 す る 者 の 割 合 が 1 1 . 8 %で あ り ， 有 意 差 は

無 い が 7 0歳 群 よ り も 大 き か っ た ． し た が っ て 結

果 に 偏 り が 生 じ た 可 能 性 が 考 え ら れ る ．  

 

以 上 の よ う に ， 全 身 疾 患 と 認 知 機 能 と の 関 係 に

つ い て 考 察 を 行 っ た が ，い く つ か の 疾 患 に お い て ，

そ の 既 往 の あ る 者 の 方 が ， な い 者 よ り も 認 知 機 能

が 高 い 傾 向 が み ら れ た ．そ の 罹 患 割 合 が 低 い た め ，

バ イ ア ス を 生 じ て い る 可 能 性 も あ る が ， そ の 他 に

考 え ら れ る 原 因 と し て ， 本 研 究 特 有 の 問 題 が 挙 げ

ら れ る ． 本 研 究 の 対 象 者 は ， 自 主 的 に 会 場 調 査 に

参 加 す る ， 比 較 的 健 康 な 高 齢 者 で あ り ， し か も ，

認 知 機 能 と 既 往 歴 の 関 係 は 生 活 機 能 維 持 群 を 対 象

に 検 討 し た ． し た が っ て ， あ る 特 定 の 疾 患 に 罹 患

し て い て ， 重 篤 な 状 態 の 高 齢 者 は 調 査 に 参 加 し て
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お ら ず ， し た が っ て ， そ の 疾 患 に 罹 患 し て い て も

状 態 は 重 篤 で な い か ， あ る い は ， 以 前 症 状 が み ら

れ た も の の ， 現 在 は 十 分 に 回 復 し て い る 者 が 多 く

含 ま れ て い る と 考 え ら れ る ． し た が っ て ， 本 研 究

で は ， 特 定 の 疾 患 の 既 往 の 有 無 が 真 に 認 知 機 能 と

関 連 し て い る か を 検 討 す る こ と は 困 難 で あ る と 考

え ら れ た ．  

 

6 )認 知 機 能 と 口 腔 機 能 と の 関 連 に つ い て  

口 腔 機 能 と 認 知 機 能 の 関 連 を ，M a n n - W h i t n e yの U

検 定 な ら び に S p e a r m a nの 順 位 相 関 係 数 の 検 定 を 用

い て 二 変 量 で 検 討 し た 結 果 ， 歯 数 が 多 い ほ ど ， 最

大 咬 合 力 が 大 き い ほ ど ， ま た ， 男 性 で は ， 唾 液 分

泌 速 度 が 大 き い ほ ど ， 認 知 機 能 が 高 い こ と が 示 さ

れ た ． す な わ ち ， 口 腔 機 能 と 認 知 機 能 と の 間 に ，

正 の 相 関 が 認 め ら れ た ． し か し ， 二 変 量 間 に お け

る 検 討 の み で は ， そ れ ぞ れ の 変 数 間 に 存 在 す る と

考 え ら れ る 交 絡 を 排 除 で き な い ． た と え ば ， 握 力

が 大 き い 者 ほ ど ， 歯 数 の 多 い 者 ほ ど ， 最 大 咬 合 力

は 大 き く な る と 考 え ら れ ， 本 研 究 の 生 活 機 能 維 持
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群 に お い て ， 他 の 変 数 を 調 整 し な い 二 変 量 間 の 分

析 に お い て は ， 歯 数 と 最 大 咬 合 力 と の 間 に 有 意 な

強 い 正 の 相 関 (男 性 で r s = 0 . 7 1 0，p < 0 . 0 0 1，女 性 で は

r s = 0 . 6 7 9，p < 0 . 0 0 1 )が ，握 力 と 最 大 咬 合 力 と の 間 に

有 意 な 正 の 相 関 (男 性 で r s = 0 . 1 9 8，p = 0 . 0 0 2，女 性 で

は r s = 0 . 2 1 5， p < 0 . 0 0 1 )が 認 め ら れ た ．ま た ，歯 数 の

多 少 や ， 最 大 咬 合 力 の 大 き さ は ， 対 象 者 の 全 身 的

な 健 康 状 態 や ， 社 会 経 済 状 況 を 反 映 し て い る に 過

ぎ な い か も し れ な い ．  

し た が っ て ， 二 変 量 間 の 検 討 に お け る 交 絡 因 子

を 調 整 し ， 多 変 量 解 析 に よ る 検 討 を 行 っ た ． 認 知

機 能 と 口 腔 機 能 と の 関 連 を 包 括 的 に 検 討 す る た め ，

目 的 変 数 を 認 知 機 能 ， 説 明 変 数 を 口 腔 機 能 な ら び

に そ の 他 の 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を 用 い た ．ま た ，

説 明 変 数 に は ， 歯 数 ， 最 大 咬 合 力 ， 刺 激 時 唾 液 分

泌 速 度 に 加 え ， 対 象 者 の 基 本 属 性 で あ る 性 別 ， 年

齢 等 や ， 認 知 機 能 に 関 連 す る と 考 え ら れ る ， 教 育

年 数 ，飲 酒・喫 煙 習 慣 ，既 往 歴 等 の 変 数 す べ て を ，

強 制 的 に 投 入 し た ． そ の 結 果 ， 年 齢 ， 性 別 ， 教 育

年 数 ， 経 済 状 況 ， 飲 酒 習 慣 ， 握 力 に 加 え て ， 最 大
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咬 合 力 が 有 意 な 変 数 と な っ た ．  

ま た ， 重 回 帰 分 析 に お け る 共 線 性 の 指 標 で あ る

V I Fは ， 最 大 で 性 別 の 3 . 4 0 7で あ り ， 一 般 的 に ， 多

重 共 線 性 の 危 険 が あ る と さ れ る 4を 下 回 っ て い る

た め ( 7 0 )， 本 結 果 に お い て ， 変 数 間 の 多 重 共 線 性

は 無 視 で き る と 考 え ら れ る ． し た が っ て ， 他 の 変

数 と 独 立 し て ， 最 大 咬 合 力 が 大 き い 者 ほ ど 認 知 機

能 が 高 い と 言 え る ． 最 大 咬 合 力 は 過 去 の 研 究 に お

い て 咀 嚼 機 能 と の 関 連 が 示 さ れ て お り ， 本 結 果 か

ら 咀 嚼 機 能 と 認 知 機 能 と の 関 連 が 示 唆 さ れ た ．  

S t e i nら は ， 1 2年 間 の 縦 断 研 究 に お い て ， 歯 数 が

1 0本 未 満 の 者 は ， 1 0本 以 上 の 者 と 比 較 し て ， 認 知

症 発 症 の ハ ザ ー ド 比 が 2 . 2で あ っ た と 報 告 し て い

る ( 6 )．当 該 研 究 で は ，補 綴 の 状 況 に つ い て は 言 及

さ れ て い な い が ， 一 般 に ， 多 数 歯 欠 損 の 者 は 咀 嚼

機 能 が 低 下 す る た め ， 本 研 究 の 結 果 が 示 す ， 最 大

咬 合 力 と 認 知 機 能 低 下 の 関 係 は ，S t e i nら の 報 告 と

矛 盾 し な い と 考 え ら れ る ． ま た ， 日 本 の 地 域 高 齢

者 を 対 象 と し た ， 比 較 的 状 況 の 類 似 し た 研 究 と し

て ， O k a m o t oら の 報 告 が 挙 げ ら れ る ( 1 0 ,  1 1 )． 彼 ら
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は ， 6 5歳 以 上 の 地 域 高 齢 者 約 3 0 0 0人 を 対 象 と し た

横 断 研 究 に お い て ， 残 存 歯 数 が 1 0本 以 下 の 者 は ，

2 2本 以 上 の 者 と 比 較 し て ， 軽 度 記 憶 障 害 が 約 1 . 7

倍 み ら れ た と 報 告 し て い る ． こ れ も ， 欠 損 補 綴 や

定 量 的 な 口 腔 機 能 に つ い て は 評 価 し て い な い が ，

S t e i nら と 同 様 に ，多 数 歯 欠 損 の 者 に お け る 口 腔 と

認 知 機 能 と の 関 連 を 示 唆 す る 結 果 と な っ て い る ．   

口 腔 と 認 知 機 能 と の 関 連 に つ い て ， 過 去 の 研 究

で は ， 歯 周 疾 患 の 存 在 ， 歯 の 欠 損 に よ る 歯 根 膜 感

覚 の 減 少 ， 双 方 に 共 通 の 遺 伝 因 子 ， 双 方 に 共 通 の

環 境 因 子 ，栄 養 摂 取 の 変 化 ，の 5つ の メ カ ニ ズ ム が

推 察 さ れ て い る ．  

歯 周 疾 患 は ， 局 所 に お け る 感 染 症 で あ り ， 広 範

な 歯 周 疾 患 の 存 在 や ， 歯 周 組 織 の 感 染 と ， 血 清 中

の 炎 症 性 サ イ ト カ イ ン 濃 度 や ，C反 応 性 蛋 白 ( C R P )

値 が 関 連 し て お り ( 7 1 )， ま た ， 局 所 の 感 染 反 応 と

ア ル ツ ハ イ マ ー 病 ( 7 2 )や 軽 度 認 知 機 能 低 下 ( 7 3 )と

の 関 連 が 報 告 さ れ て い る こ と か ら ， 歯 周 疾 患 が ア

ル ツ ハ イ マ ー 病 の 発 症 と 関 連 し て い る の で は な い

か と 報 告 さ れ て い る ( 7 4 )．  
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ま た ， 動 物 実 験 に お い て ， 臼 歯 の 歯 冠 切 除 や 抜

去 を 行 う と ， 大 脳 皮 質 の コ リ ン 性 神 経 が 機 能 低 下

す る ( 7 5 )， 錐 体 細 胞 数 が 減 少 す る ( 7 6 )と い う 報 告

が あ り ， 咀 嚼 困 難 や 歯 数 の 減 少 が 脳 の 機 能 低 下 に

関 連 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ て い る ．  

双 方 に 共 通 す る 遺 伝 因 子 と し て ， 炎 症 性 サ イ ト

カ イ ン に 関 連 す る 遺 伝 子 多 型 が ア ル ツ ハ イ マ ー 病

( 7 7 )， 歯 周 疾 患 ( 7 8 )に そ れ ぞ れ 関 連 し て い る と 報

告 さ れ て お り ， 両 者 に 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え

ら れ る ．  

口 腔 状 態 と 認 知 機 能 に 共 通 す る 環 境 因 子 と し て ，

社 会 経 済 的 因 子 が 考 え ら れ る ． 前 述 の よ う に ， 認

知 機 能 に は 教 育 年 数 ， 経 済 状 況 が 関 連 し て お り ，

さ ら に ， こ れ ら の 因 子 は 口 腔 を 含 め た 健 康 に 対 す

る 意 識 や 習 慣 ， 治 療 を 受 け る 機 会 に 影 響 し て い る

と 考 え ら れ る ．  

 ま た ，認 知 機 能 低 下 の リ ス ク 因 子 と し て ，血 中

の ホ モ シ ス テ イ ン 濃 度 や ， そ の 代 謝 に 関 連 す る 栄

養 素 の 摂 取 量 が 指 摘 さ れ て い る ． ホ モ シ ス テ イ ン

は ， 必 須 ア ミ ノ 酸 の ひ と つ で あ る メ チ オ ニ ン の 中
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間 代 謝 物 で あ り ， 血 中 ホ モ シ ス テ イ ン 濃 度 が 高 い

と ， 心 血 管 疾 患 ， 冠 動 脈 疾 患 ， 脳 血 管 疾 患 に 加 え

て ， ア ル ツ ハ イ マ ー 病 な ら び に 認 知 症 の リ ス ク が

高 い と 報 告 さ れ て い る ( 7 9 )． ホ モ シ ス テ イ ン の 代

謝 に は 葉 酸 ，ビ タ ミ ン B 6 ，ビ タ ミ ン B 1 2 が 関 与 し て

お り ， ま た ， こ れ ら の 栄 養 素 が ， 認 知 機 能 低 下 を

妨 げ る と 報 告 さ れ て い る ( 8 0 - 8 2 )．さ ら に ，抗 酸 化

物 質 が ， ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の 原 因 物 質 で あ る ア ミ

ロ イ ド β 蛋 白 を 減 少 さ せ る と 報 告 さ れ て お り ， そ

の よ う な 抗 酸 化 物 質 の 一 種 で あ る ビ タ ミ ン C， ビ

タ ミ ン Eの 摂 取 が ， ア ル ツ ハ イ マ ー 病 の リ ス ク を

低 下 さ せ る と の 報 告 が み ら れ る ( 8 3 )． ま た ， 縦 断

研 究 に お い て ， 魚 類 に 多 く 含 ま れ る ， ω - 3脂 肪 酸

の 摂 取 が 多 い 群 は ， ア ル ツ ハ イ マ ー 病 や そ の 他 の

認 知 症 の 発 症 が 少 な か っ た と の 報 告 も あ る ( 8 4 )．  

一 方 で ， I n o m a t aら は ， 日 本 の 地 域 高 齢 者 に お い

て ， 咬 合 力 が 小 さ い 者 ほ ど ， ビ タ ミ ン A， ビ タ ミ

ン C， ビ タ ミ ン B 6 ， 葉 酸 ， 食 物 繊 維 の 摂 取 量 が 少

な い 傾 向 に あ っ た と 報 告 し て い る ( 8 5 )． ま た ， 下

顎 無 歯 顎 患 者 を 対 象 と し た 比 較 対 照 研 究 に お い て ，
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イ ン プ ラ ン ト オ ー バ ー デ ン チ ャ ー を 適 用 し た 群 は ，

術 後 に ナ ッ ツ 類 ， 野 菜 類 ， 果 物 類 の 咀 嚼 困 難 感 が

改 善 し ，血 中 の ビ タ ミ ン B 1 2 濃 度 も 上 昇 し た と の 報

告 が み ら れ る ( 8 6 )． こ れ ら の こ と か ら ， 本 研 究 の

対 象 者 に お い て も ， 最 大 咬 合 力 が 間 接 的 に 示 し て

い る 咀 嚼 機 能 が ， 栄 養 摂 取 を 介 し て 認 知 機 能 に 影

響 し て い る 可 能 性 が あ る ． た だ し ， 重 回 帰 分 析 の

結 果 で は ， 従 来 か ら 認 知 機 能 と 関 連 す る と さ れ て

い る 握 力 ， 教 育 年 数 ， 経 済 状 況 も 有 意 な 説 明 変 数

で あ り ， 標 準 化 偏 回 帰 係 数 の 大 き さ か ら ， 最 大 咬

合 力 の 影 響 が ， 握 力 や 教 育 年 数 を 上 回 る も の で は

な い と 推 察 さ れ る ．  

一 方 で ， 歯 数 は 有 意 な 説 明 変 数 と な ら な か っ た

が ， こ れ は ， 本 研 究 の 対 象 で あ る 高 齢 者 は ， 歯 の

欠 損 が あ る 者 の 割 合 が 高 く ， 欠 損 補 綴 を 受 け た 場

合 は ， 発 揮 で き る 口 腔 機 能 が ， 歯 数 の み で は 決 定

さ れ な い た め で あ る と 考 え ら れ る ． 本 研 究 の 対 象

者 の 場 合 ，分 析 2の 結 果 よ り ，生 活 機 能 維 持 群 の う

ち 7 0歳 男 性 で 7 0 . 1 %，同 女 性 で 7 2 . 7 %， 8 0歳 男 性 で

8 5 . 5 %，同 女 性 で 9 2 . 2 %が 何 ら か の 欠 損 補 綴 を 受 け
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て い る ．M a t s u d aら は ，適 切 な 全 部 床 義 歯 を 製 作 す

る こ と で ， 最 大 咬 合 力 が 向 上 す る と 報 告 し て い る

( 8 7 )． ま た ， 主 観 的 な 評 価 に 留 ま っ て い る が ， 上

述 の よ う に ， イ ン プ ラ ン ト オ ー バ ー デ ン チ ャ ー の

適 応 に よ る 咀 嚼 困 難 感 の 改 善 も 報 告 さ れ て い る ．

し た が っ て ，歯 の 欠 損 を 有 す る 高 齢 者 に お い て は ，

補 綴 治 療 の 状 態 が 口 腔 機 能 ， と く に ， 本 研 究 で は

最 大 咬 合 力 に 影 響 し て い た と 示 唆 さ れ る ． 現 在 日

本 で は ， 「 8 0 2 0運 動 」 に よ っ て ， 歯 を 残 す こ と の

重 要 性 は 国 民 に 浸 透 し て き て い る と い え る が ， 本

研 究 結 果 か ら ， 歯 数 が 少 な く な っ た 高 齢 者 で は ，

欠 損 補 綴 治 療 に よ っ て ， 大 き な 最 大 咬 合 力 な ど ，

高 い 口 腔 機 能 を 発 揮 さ せ る こ と が ， 認 知 機 能 を 維

持 す る 上 で も ， 重 要 で あ る と 考 え ら れ る ．  
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【 総 括 な ら び に 結 論 】  

健 康 で 自 立 し た 生 活 を 送 っ て い る 高 齢 者 の う

ち ， 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た 者 の み を 抽 出 し ， 口 腔

機 能 と 認 知 機 能 の 関 連 に つ い て 多 変 量 解 析 を 用 い

て 検 討 し た ． そ の 結 果 ， 他 の 変 数 を 調 整 し た 上 で

も ， 最 大 咬 合 力 の 大 き い 者 は ， 認 知 機 能 が 高 い こ

と が 明 ら か に な っ た ． 一 方 で ， 歯 数 と 認 知 機 能 は

有 意 な 関 連 を 示 さ ず ， 歯 数 そ の も の よ り も 欠 損 補

綴 を 含 め た 口 腔 機 能 の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た ．ま た ，

こ れ ら の 対 象 者 は ， 高 次 の 生 活 機 能 が 維 持 さ れ た

高 齢 者 で あ る こ と か ら ， 高 齢 者 に お け る 認 知 機 能

低 下 の 初 期 段 階 に お い て ， 口 腔 機 能 の ひ と つ で あ

る 咬 合 力 が 関 連 す る 可 能 性 が 示 さ れ た ．  
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2 0 1 3 ; 2 6 :  1 - 5 .  

2 4 .  R o s s e t t i  H C ,  L a c r i t z  L H ,  C u l l u m  C M ,  W e i n e r  M F .  

N o r m a t i v e  d a t a  f o r  t h e  M o n t r e a l  C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t  

( M o C A )  i n  a  p o p u l a t i o n - b a s e d  s a m p l e .  N e u r o l o g y  

2 0 1 1 ; 7 7 :  1 2 7 2 - 5 .  

2 5 .  L u i s  C A ,  K e e g a n  A P ,  M u l l a n  M .  C r o s s  v a l i d a t i o n  

o f  t h e  M o n t r e a l  C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t  i n  c o m m u n i t y  

d w e l l i n g  o l d e r  a d u l t s  r e s i d i n g  i n  t h e  S o u t h e a s t e r n  U S .  

I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  G e r i a t r i c  P s y c h i a t r y  

2 0 0 9 ; 2 4 :  1 9 7 - 2 0 1 .  

2 6 .  K o y a n o  W ,  S h i b a t a  H ,  N a k a z a t o  K ,  H a g a  H ,  

S u y a m a  Y .  M e a s u r e m e n t  o f  c o m p e t e n c e :  r e l i a b i l i t y  a n d  

v a l i d i t y  o f  t h e  T M I G  I n d e x  o f  C o m p e t e n c e .  A r c h i v e s  
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o f  G e r o n t o l o g y  a n d  G e r i a t r i c s  1 9 9 1 ; 1 3 :  1 0 3 - 1 6 .  

2 7 .  F u j i w a r a  Y ,  S h i n k a i  S ,  K u m a g a i  S ,  A m a n o  H ,  

Y o s h i d a  Y ,  Y o s h i d a  H ,  e t  a l .  L o n g i t u d i n a l  c h a n g e s  i n  

h i g h e r - l e v e l  f u n c t i o n a l  c a p a c i t y  o f  a n  o l d e r  

p o p u l a t i o n  l i v i n g  i n  a  J a p a n e s e  u r b a n  c o m m u n i t y .  

A r c h i v e s  o f  G e r o n t o l o g y  a n d  G e r i a t r i c s  2 0 0 3 ; 3 6 :  

1 4 1 - 5 3 .  

2 8 .  P l a s s m a n  B L ,  W i l l i a m s  J W ,  J r . ,  B u r k e  J R ,  

H o l s i n g e r  T ,  B e n j a m i n  S .  S y s t e m a t i c  r e v i e w :  f a c t o r s  

a s s o c i a t e d  w i t h  r i s k  f o r  a n d  p o s s i b l e  p r e v e n t i o n  o f  

c o g n i t i v e  d e c l i n e  i n  l a t e r  l i f e .  A n n a l s  o f  I n t e r n a l  

M e d i c i n e  2 0 1 0 ; 1 5 3 :  1 8 2 - 9 3 .  

2 9 .  L a u r e t a n i  F ,  R u s s o  C R ,  B a n d i n e l l i  S ,  B a r t a l i  B ,  

C a v a z z i n i  C ,  D i  I o r i o  A ,  e t  a l .  A g e - a s s o c i a t e d  c h a n g e s  

i n  s k e l e t a l  m u s c l e s  a n d  t h e i r  e f f e c t  o n  m o b i l i t y :  a n  

o p e r a t i o n a l  d i a g n o s i s  o f  s a r c o p e n i a .  J o u r n a l  o f  

A p p l i e d  P h y s i o l o g y  2 0 0 3 ; 9 5 :  1 8 5 1 - 6 0 .  

3 0 .  A l f a r o - A c h a  A ,  A l  S n i h  S ,  R a j i  M A ,  K u o  Y F ,  

M a r k i d e s  K S ,  O t t e n b a c h e r  K J .  H a n d g r i p  s t r e n g t h  a n d  

c o g n i t i v e  d e c l i n e  i n  o l d e r  M e x i c a n  A m e r i c a n ' s .  
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J o u r n a l s  o f  G e r o n t o l o g y  S e r i e s  a - B i o l o g i c a l  S c i e n c e s  

a n d  M e d i c a l  S c i e n c e s  2 0 0 6 ; 6 1 :  8 5 9 - 6 5 .  

3 1 .  B o y l e  P A ,  B u c h m a n  A S ,  W i l s o n  R S ,  L e u r g a n s  S E ,  

B e n n e t t  D A .  P h y s i c a l  f r a i l t y  i s  a s s o c i a t e d  w i t h  

i n c i d e n t  m i l d  c o g n i t i v e  i m p a i r m e n t  i n  

c o m m u n i t y - b a s e d  o l d e r  p e r s o n s .  J o u r n a l  o f  t h e  

A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y  2 0 1 0 ; 5 8 :  2 4 8 - 5 5 .  

3 2 .  L e e  S M ,  B u r i n g  J E ,  C o o k  N R ,  G r o d s t e i n  F .  T h e  

r e l a t i o n  o f  e d u c a t i o n  a n d  i n c o m e  t o  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  

a m o n g  p r o f e s s i o n a l  w o m e n .  N e u r o e p i d e m i o l o g y  

2 0 0 6 ; 2 6 :  9 3 - 1 0 1 .  

3 3 .  F r a t i g l i o n i  L ,  W a n g  H X ,  E r i c s s o n  K ,  M a y t a n  M ,  

W i n b l a d  B .  I n f l u e n c e  o f  s o c i a l  n e t w o r k  o n  o c c u r r e n c e  

o f  d e m e n t i a :  a  c o m m u n i t y - b a s e d  l o n g i t u d i n a l  s t u d y .  

L a n c e t  2 0 0 0 ; 3 5 5 :  1 3 1 5 - 9 .  

3 4 .  W i l s o n  R S ,  H e b e r t  L E ,  S c h e r r  P A ,  B a r n e s  L L ,  d e  

L e o n  C F M ,  E v a n s  D A .  E d u c a t i o n a l  a t t a i n m e n t  a n d  

c o g n i t i v e  d e c l i n e  i n  o l d  a g e .  N e u r o l o g y  2 0 0 9 ; 7 2 :  

4 6 0 - 6 5 .  

3 5 .  N j e g o v a n  V ,  H i n g  M M ,  M i t c h e l l  S L ,  M o l n a r  F J .  
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T h e  H i e r a r c h y  o f  F u n c t i o n a l  L o s s  A s s o c i a t e d  W i t h  

C o g n i t i v e  D e c l i n e  i n  O l d e r  P e r s o n s .  T h e  J o u r n a l s  o f  

G e r o n t o l o g y  S e r i e s  A ,  B i o l o g i c a l  S c i e n c e s  a n d  

M e d i c a l  S c i e n c e s  2 0 0 1 ; 5 6 :  M 6 3 8 - 4 3 .  

3 6 .  古 谷 野  亘 ,  柴 田  博 ,  中 里  克 治 ,  芳 賀  博 ,  

須 山  靖 男 .  地 域 老 人 に お け る 活 動 能 力 の 測 定 -老 研

式 活 動 能 力 指 標 の 開 発 - .  日 本 公 衆 衛 生 雑 誌  1 9 8 6 ; 3 4 :  

1 0 9 - 1 4 .  

3 7 .  C h e n  W ,  F u k u t o m i  E ,  W a d a  T ,  I s h i m o t o  Y ,  

K i m u r a  Y ,  K a s a h a r a  Y ,  e t  a l .  C o m p r e h e n s i v e  g e r i a t r i c  

f u n c t i o n a l  a n a l y s i s  o f  e l d e r l y  p o p u l a t i o n s  i n  f o u r  

c a t e g o r i e s  o f  t h e  l o n g - t e r m  c a r e  i n s u r a n c e  s y s t e m  i n  a  

r u r a l ,  d e p o p u l a t e d  a n d  a g i n g  t o w n  i n  J a p a n .  G e r i a t r i c s  

&  G e r o n t o l o g y  I n t e r n a t i o n a l  2 0 1 3 ; 1 3 :  6 3 - 9 .  

3 8 .  A k u n e  T ,  M u r a k i  S ,  O k a  H ,  T a n a k a  S ,  K a w a g u c h i  

H ,  N a k a m u r a  K ,  e t  a l .  E x e r c i s e  h a b i t s  d u r i n g  m i d d l e  

a g e  a r e  a s s o c i a t e d  w i t h  l o w e r  p r e v a l e n c e  o f  

s a r c o p e n i a :  t h e  R O A D  s t u d y .  O s t e o p o r o s i s  

I n t e r n a t i o n a l  2 0 1 4 ; 2 5 :  1 0 8 1 - 8 .  

3 9 .  衣 笠  隆 ,  芳 賀  脩 光 ,  江 崎  和 希 ,  古 名  丈
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人 ,  杉 浦  美 穂 ら .  低 体 力 高 齢 者 の 体 力 ,  生 活 機 能 ,  

健 康 度 に 及 ぼ す 運 動 介 入 の 影 響  :  無 作 為 化 比 較 試 験

に よ る 場 合 .  日 本 運 動 生 理 学 雑 誌  2 0 0 5 ; 1 2 :  6 3 - 7 5 .  

4 0 .  Y e h  C K ,  J o h n s o n  D A ,  D o d d s  M W ,  S a k a i  S ,  R u g h  

J D ,  H a t c h  J P .  A s s o c i a t i o n  o f  s a l i v a r y  f l o w  r a t e s  w i t h  

m a x i m a l  b i t e  f o r c e .  J o u r n a l  o f  D e n t a l  R e s e a r c h  

2 0 0 0 ; 7 9 :  1 5 6 0 - 5 .  

4 1 .  T o r t o p i d i s  D ,  L y o n s  M F ,  B a x e n d a l e  R H .  B i t e  

f o r c e ,  e n d u r a n c e  a n d  m a s s e t e r  m u s c l e  f a t i g u e  i n  

h e a l t h y  e d e n t u l o u s  s u b j e c t s  a n d  t h o s e  w i t h  T M D .  

J o u r n a l  o f  O r a l  R e h a b i l i t a t i o n  1 9 9 9 ; 2 6 :  3 2 1 - 8 .  

4 2 .  T a k e u c h i  N ,  Y a m a m o t o  T .  C o r r e l a t i o n  b e t w e e n  

p e r i o d o n t a l  s t a t u s  a n d  b i t i n g  f o r c e  i n  p a t i e n t s  w i t h  

c h r o n i c  p e r i o d o n t i t i s  d u r i n g  t h e  m a i n t e n a n c e  p h a s e  o f  

t h e r a p y .  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  P e r i o d o n t o l o g y  2 0 0 8 ; 3 5 :  

2 1 5 - 2 0 .  

4 3 .  I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  K a g a w a  R ,  E n o k i  K ,  

Y o s h i d a  M ,  M a e d a  Y ,  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  o f  m a s t i c a t o r y  

p e r f o r m a n c e  w i t h  a g e ,  g e n d e r ,  n u m b e r  o f  t e e t h ,  

o c c l u s a l  f o r c e  a n d  s a l i v a r y  f l o w  i n  J a p a n e s e  o l d e r  



95 

 

a d u l t s :  i s  a g e i n g  a  r i s k  f a c t o r  f o r  m a s t i c a t o r y  

d y s f u n c t i o n ?  A r c h i v e s  o f  O r a l  B i o l o g y  2 0 1 1 ; 5 6 :  9 9 1 - 6 .  

4 4 .  O k i y a m a  S ,  I k e b e  K ,  N o k u b i  T .  A s s o c i a t i o n  

b e t w e e n  m a s t i c a t o r y  p e r f o r m a n c e  a n d  m a x i m a l  

o c c l u s a l  f o r c e  i n  y o u n g  m e n .  J o u r n a l  o f  O r a l  

R e h a b i l i t a t i o n  2 0 0 3 ; 3 0 :  2 7 8 - 8 2 .  

4 5 .  M u l l e r  F ,  H e a t h  M R ,  O t t  R .  M a x i m u m  b i t e  f o r c e  

a f t e r  t h e  r e p l a c e m e n t  o f  c o m p l e t e  d e n t u r e s .  

G e r o d o n t o l o g y  2 0 0 1 ; 1 8 :  5 8 - 6 2 .  

4 6 .  S u z u k i  T ,  K u m a g a i  H ,  W a t a n a b e  T ,  U c h i d a  T ,  

N a g a o  M .  E v a l u a t i o n  o f  c o m p l e t e  d e n t u r e  o c c l u s a l  

c o n t a c t s  u s i n g  p r e s s u r e - s e n s i t i v e  s h e e t s .  T h e  

I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  P r o s t h o d o n t i c s  1 9 9 7 ; 1 0 :  

3 8 6 - 9 1 .  

4 7 .  M a t s u i  Y ,  O h n o  K ,  M i c h i  K ,  S u z u k i  Y ,  Y a m a g a t a  

K .  A  c o m p u t e r i z e d  m e t h o d  f o r  e v a l u a t i n g  b a l a n c e  o f  

o c c l u s a l  l o a d .  J o u r n a l  o f  O r a l  R e h a b i l i t a t i o n  1 9 9 6 ; 2 3 :  

5 3 0 - 5 .  

4 8 .  I k e b e  K ,  M a t s u d a  K ,  M o r i i  K ,  F u r u y a - Y o s h i n a k a  

M ,  N o k u b i  T ,  R e n n e r  R P .  A s s o c i a t i o n  o f  m a s t i c a t o r y  
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p e r f o r m a n c e  w i t h  a g e ,  p o s t e r i o r  o c c l u s a l  c o n t a c t s ,  

o c c l u s a l  f o r c e ,  a n d  s a l i v a r y  f l o w  i n  o l d e r  a d u l t s .  T h e  

I n t e r n a t i o n a l  J o u r n a l  o f  P r o s t h o d o n t i c s  2 0 0 6 ; 1 9 :  

4 7 5 - 8 1 .  

4 9 .  M i y a u r a  K ,  M o r i t a  M ,  M a t s u k a  Y ,  Y a m a s h i t a  A ,  

W a t a n a b e  T .  R e h a b i l i t a t i o n  o f  b i t i n g  a b i l i t i e s  i n  

p a t i e n t s  w i t h  d i f f e r e n t  t y p e s  o f  d e n t a l  p r o s t h e s e s .  

J o u r n a l  o f  O r a l  R e h a b i l i t a t i o n  2 0 0 0 ; 2 7 :  1 0 7 3 - 6 .  

5 0 .  N a r h i  T O ,  K u r k i  N ,  A i n a m o  A .  S a l i v a ,  s a l i v a r y  

m i c r o - o r g a n i s m s ,  a n d  o r a l  h e a l t h  i n  t h e  h o m e - d w e l l i n g  

o l d  e l d e r l y - - a  f i v e - y e a r  l o n g i t u d i n a l  s t u d y .  J o u r n a l  o f  

D e n t a l  R e s e a r c h  1 9 9 9 ; 7 8 :  1 6 4 0 - 6 .  

5 1 .  加 藤 伸 司 .  改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル  

( H D S - R )  の 作 成 .  老 年 精 神 医 学 雑 誌  1 9 9 1 ; 2 :  

1 3 3 9 - 4 7 .  

5 2 .  O h a r a  Y ,  H i r a n o  H ,  W a t a n a b e  Y ,  O b u c h i  S ,  

Y o s h i d a  H ,  F u j i w a r a  Y ,  e t  a l .  F a c t o r s  a s s o c i a t e d  w i t h  

s e l f - r a t e d  o r a l  h e a l t h  a m o n g  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  

o l d e r  J a p a n e s e :  A  c r o s s - s e c t i o n a l  s t u d y .  G e r i a t r i c s  &  

G e r o n t o l o g y  I n t e r n a t i o n a l  2 0 1 4 :  [ E p u b  a h e a d  o f  
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p r i n t ] .  

5 3 .  F r e i t a s  S ,  S i m o e s  M R ,  A l v e s  L ,  S a n t a n a  I .  

M o n t r e a l  C o g n i t i v e  A s s e s s m e n t  ( M o C A ) :  n o r m a t i v e  

s t u d y  f o r  t h e  P o r t u g u e s e  p o p u l a t i o n .  J o u r n a l  o f  

C l i n i c a l  a n d  E x p e r i m e n t a l  N e u r o p s y c h o l o g y  2 0 1 1 ; 3 3 :  

9 8 9 - 9 6 .  

5 4 .  O r g a n i z a t i o n  W H .  O r a l  H e a l t h  S u r v e y s  B a s i c  

M e t h o d s .  G e n e v a .  1 9 9 7 :  3 6 - 8 .  

5 5 .  O k a d a  T ,  I k e b e  K ,  I n o m a t a  C ,  T a k e s h i t a  H ,  U o t a  

M ,  M i h a r a  Y ,  e t  a l .  A s s o c i a t i o n  o f  p e r i o d o n t a l  s t a t u s  

w i t h  o c c l u s a l  f o r c e  a n d  f o o d  a c c e p t a b i l i t y  i n  

7 0 - y e a r - o l d  a d u l t s :  f r o m  S O N I C  S t u d y .  J o u r n a l  o f  

O r a l  R e h a b i l i t a t i o n  2 0 1 4 ; 4 1 :  9 1 2 - 9 .  

5 6 .  R o b e r t s  R O ,  G e d a  Y E ,  K n o p m a n  D S ,  C h a  R H ,  

P a n k r a t z  V S ,  B o e v e  B F ,  e t  a l .  T h e  i n c i d e n c e  o f  M C I  

d i f f e r s  b y  s u b t y p e  a n d  i s  h i g h e r  i n  m e n :  t h e  M a y o  

C l i n i c  S t u d y  o f  A g i n g .  N e u r o l o g y  2 0 1 2 ; 7 8 :  3 4 2 - 5 1 .  

5 7 .  C a g n e y  K A ,  L a u d e r d a l e  D S .  E d u c a t i o n ,  w e a l t h ,  

a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  i n  l a t e r  l i f e .  T h e  J o u r n a l s  o f  

G e r o n t o l o g y  S e r i e s  B ,  P s y c h o l o g i c a l  S c i e n c e s  a n d  
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S o c i a l  S c i e n c e s  2 0 0 2 ; 5 7 :  1 6 3 - 7 2 .  

5 8 .  K a l m i j n  S ,  v a n  B o x t e l  M P J ,  V e r s c h u r e n  M W M ,  

J o l l e s  J ,  L a u n e r  L J .  C i g a r e t t e  s m o k i n g  a n d  a l c o h o l  

c o n s u m p t i o n  i n  r e l a t i o n  t o  c o g n i t i v e  p e r f o r m a n c e  i n  

m i d d l e  a g e .  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  E p i d e m i o l o g y  

2 0 0 2 ; 1 5 6 :  9 3 6 - 4 4 .  

5 9 .  B o n d  G E ,  B u r r  R ,  M c C u r r y  S M ,  R i c e  M M ,  

B o r e n s t e i n  A R ,  K u k u l l  W A ,  e t  a l .  A l c o h o l ,  g e n d e r ,  

a n d  c o g n i t i v e  p e r f o r m a n c e  -  A  l o n g i t u d i n a l  s t u d y  

c o m p a r i n g  o l d e r  J a p a n e s e  a n d  n o n - H i s p a n i c  w h i t e  

A m e r i c a n s .  J o u r n a l  o f  A g i n g  a n d  H e a l t h  2 0 0 4 ; 1 6 :  

6 1 5 - 4 0 .  

6 0 .  O t t  A ,  S l o o t e r  A J ,  H o f m a n  A ,  v a n  H a r s k a m p  F ,  

W i t t e m a n  J C ,  V a n  B r o e c k h o v e n  C ,  e t  a l .  S m o k i n g  a n d  

r i s k  o f  d e m e n t i a  a n d  A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e  i n  a  

p o p u l a t i o n - b a s e d  c o h o r t  s t u d y :  t h e  R o t t e r d a m  S t u d y .  

L a n c e t  1 9 9 8 ; 3 5 1 :  1 8 4 0 - 3 .  

6 1 .  P e t e r s  R ,  B e c k e t t  N ,  G e n e v a  M ,  T z e k o v a  M ,  L u  

F H ,  P o u l t e r  R ,  e t  a l .  S o c i o d e m o g r a p h i c  a n d  l i f e s t y l e  

r i s k  f a c t o r s  f o r  i n c i d e n t  d e m e n t i a  a n d  c o g n i t i v e  
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d e c l i n e  i n  t h e  H Y V E T .  A g e  a n d  A g e i n g  2 0 0 9 ; 3 8 :  

5 2 1 - 7 .  

6 2 .  L u c h s i n g e r  J A ,  R e i t z  C ,  H o n i g  L S ,  T a n g  M X ,  

S h e a  S ,  M a y e u x  R .  A g g r e g a t i o n  o f  v a s c u l a r  r i s k  

f a c t o r s  a n d  r i s k  o f  i n c i d e n t  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  

N e u r o l o g y  2 0 0 5 ; 6 5 :  5 4 5 - 5 1 .  

6 3 .  W e i n s t e i n  G ,  P r e i s  S R ,  B e i s e r  A S ,  A u  R ,  

K e l l y - H a y e s  M ,  K a s e  C S ,  e t  a l .  C o g n i t i v e  p e r f o r m a n c e  

a f t e r  s t r o k e  -  T h e  F r a m i n g h a m  H e a r t  S t u d y .  

I n t e r n a t i o n a l  j o u r n a l  o f  s t r o k e  :  o f f i c i a l  j o u r n a l  o f  

t h e  I n t e r n a t i o n a l  S t r o k e  S o c i e t y  2 0 1 4 ; 9  S u p p l  A 1 0 0 :  

4 8 - 5 4 .  

6 4 .  K i v i p e l t o  M ,  H e l k a l a  E L ,  L a a k s o  M P ,  H a n n i n e n  

T ,  H a l l i k a i n e n  M ,  A l h a i n e n  K ,  e t  a l .  M i d l i f e  v a s c u l a r  

r i s k  f a c t o r s  a n d  A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e  i n  l a t e r  l i f e :  

l o n g i t u d i n a l ,  p o p u l a t i o n  b a s e d  s t u d y .  B r i t i s h  M e d i c a l  

J o u r n a l  ( C l i n i c a l  R e s e a r c h  E d )  2 0 0 1 ; 3 2 2 :  1 4 4 7 - 5 1 .  

6 5 .  F o r e t t e  F ,  S e u x  M L ,  S t a e s s e n  J A ,  T h i j s  L ,  

B i r k e n h a g e r  W H ,  B a b a r s k i e n e  M R ,  e t  a l .  P r e v e n t i o n  o f  

d e m e n t i a  i n  r a n d o m i s e d  d o u b l e - b l i n d  
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p l a c e b o - c o n t r o l l e d  S y s t o l i c  H y p e r t e n s i o n  i n  E u r o p e  

( S y s t - E u r )  t r i a l .  L a n c e t  1 9 9 8 ; 3 5 2 :  1 3 4 7 - 5 1 .  

6 6 .  B i e s s e l s  G J ,  S t a e k e n b o r g  S ,  B r u n n e r  E ,  B r a y n e  C ,  

S c h e l t e n s  P .  R i s k  o f  d e m e n t i a  i n  d i a b e t e s  m e l l i t u s :  a  

s y s t e m a t i c  r e v i e w .  L a n c e t  N e u r o l o g y  2 0 0 6 ; 5 :  6 4 - 7 4 .  

6 7 .  S w i g e r  K J ,  M a n a l a c  R J ,  B l u m e n t h a l  R S ,  M d  M J B ,  

M a r t i n  S S .  S t a t i n s  a n d  C o g n i t i o n :  A  s y s t e m a t i c  r e v i e w  

a n d  m e t a - a n a l y s i s  o f  s h o r t -  a n d  l o n g - t e r m  c o g n i t i v e  

e f f e c t s .  M a y o  C l i n i c  P r o c e e d i n g s  2 0 1 3 ; 8 8 :  1 2 1 3 - 2 1 .  

6 8 .  Y a f f e  K ,  A c k e r s o n  L ,  T a m u r a  M K ,  L e  B l a n c  P ,  

K u s e k  J W ,  S e h g a l  A R ,  e t  a l .  C h r o n i c  k i d n e y  d i s e a s e  

a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  i n  o l d e r  a d u l t s :  f i n d i n g s  f r o m  

t h e  c h r o n i c  r e n a l  i n s u f f i c i e n c y  c o h o r t  c o g n i t i v e  s t u d y .  

J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y  2 0 1 0 ; 5 8 :  

3 3 8 - 4 5 .  

6 9 .  R u g g i e r o  C ,  C h e r u b i n i  A ,  L a u r e t a n i  F ,  

B a n d i n e l l i  S ,  M a g g i o  M ,  D i  I o r i o  A ,  e t  a l .  U r i c  A c i d  

a n d  D e m e n t i a  i n  C o m m u n i t y - D w e l l i n g  O l d e r  P e r s o n s .  

D e m e n t i a  a n d  G e r i a t r i c  C o g n i t i v e  D i s o r d e r s  2 0 0 9 ; 2 7 :  

3 8 2 - 8 9 .  
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7 0 .  P a n  Y ,  J a c k s o n  R T .  E t h n i c  d i f f e r e n c e  i n  t h e  

r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  a c u t e  i n f l a m m a t i o n  a n d  s e r u m  

f e r r i t i n  i n  U S  a d u l t  m a l e s .  E p i d e m i o l o g y  a n d  I n f e c t i o n  

2 0 0 8 ; 1 3 6 :  4 2 1 - 3 1 .  

7 1 .  B r e t z  W A ,  W e y a n t  R J ,  C o r b y  P M ,  R e n  D ,  

W e i s s f e l d  L ,  K r i t c h e v s k y  S B ,  e t  a l .  S y s t e m i c  

i n f l a m m a t o r y  m a r k e r s ,  p e r i o d o n t a l  d i s e a s e s ,  a n d  

p e r i o d o n t a l  i n f e c t i o n s  i n  a n  e l d e r l y  p o p u l a t i o n .  

J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y  2 0 0 5 ; 5 3 :  

1 5 3 2 - 7 .  

7 2 .  A k i y a m a  H ,  B a r g e r  S ,  B a r n u m  S ,  B r a d t  B ,  B a u e r  

J ,  C o l e  G M ,  e t  a l .  I n f l a m m a t i o n  a n d  A l z h e i m e r ' s  

d i s e a s e .  N e u r o b i o l o g y  o f  A g i n g  2 0 0 0 ; 2 1 :  3 8 3 - 4 2 1 .  

7 3 .  G a l i m b e r t i  D ,  S c h o o n e n b o o m  N ,  S c h e l t e n s  P ,  

F e n o g l i o  C ,  B o u w m a n  F ,  V e n t u r e l l i  E ,  e t  a l .  

I n t r a t h e c a l  c h e m o k i n e  s y n t h e s i s  i n  m i l d  c o g n i t i v e  

i m p a i r m e n t  a n d  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  A r c h i v e s  o f  

N e u r o l o g y  2 0 0 6 ; 6 3 :  5 3 8 - 4 3 .  

7 4 .  K a m e r  A R ,  C r a i g  R G ,  D a s a n a y a k e  A P ,  B r y s  M ,  

G l o d z i k - S o b a n s k a  L ,  d e  L e o n  M J .  I n f l a m m a t i o n  a n d  
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A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e :  P o s s i b l e  r o l e  o f  p e r i o d o n t a l  

d i s e a s e s .  A l z h e i m e r s  &  D e m e n t i a  2 0 0 8 ; 4 :  2 4 2 - 5 0 .  

7 5 .  K a t o  T ,  U s a m i  T ,  N o d a  Y ,  H a s e g a w a  M ,  U e d a  M ,  

N a b e s h i m a  T .  T h e  e f f e c t  o f  t h e  l o s s  o f  m o l a r  t e e t h  o n  

s p a t i a l  m e m o r y  a n d  a c e t y l c h o l i n e  r e l e a s e  f r o m  t h e  

p a r i e t a l  c o r t e x  i n  a g e d  r a t s .  B e h a v i o u r a l  B r a i n  

R e s e a r c h  1 9 9 7 ; 8 3 :  2 3 9 - 4 2 .  

7 6 .  O n o z u k a  M ,  W a t a n a b e  K ,  M i r b o d  S M ,  O z o n o  S ,  

N i s h i y a m a  K ,  K a r a s a w a  N ,  e t  a l .  R e d u c e d  m a s t i c a t i o n  

s t i m u l a t e s  i m p a i r m e n t  o f  s p a t i a l  m e m o r y  a n d  

d e g e n e r a t i o n  o f  h i p p o c a m p a l  n e u r o n s  i n  a g e d  S A M P 8  

m i c e .  B r a i n  R e s e a r c h  1 9 9 9 ; 8 2 6 :  1 4 8 - 5 3 .  

7 7 .  M c G e e r  P L ,  M c G e e r  E G .  P o l y m o r p h i s m s  i n  

i n f l a m m a t o r y  g e n e s  a n d  t h e  r i s k  o f  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  

A r c h i v e s  o f  N e u r o l o g y  2 0 0 1 ; 5 8 :  1 7 9 0 - 9 2 .  

7 8 .  G a l b r a i t h  G M P ,  H e n d l e y  T M ,  S a n d e r s  J J ,  P a l e s c h  

Y ,  P a n d e y  J P .  P o l y m o r p h i c  c y t o k i n e  g e n o t y p e s  a s  

m a r k e r s  o f  d i s e a s e  s e v e r i t y  i n  a d u l t  p e r i o d o n t i t i s .  

J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  P e r i o d o n t o l o g y  1 9 9 9 ; 2 6 :  7 0 5 - 9 .  

7 9 .  S e s h a d r i  S ,  B e i s e r  A ,  S e l h u b  J ,  J a c q u e s  P F ,  
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R o s e n b e r g  I H ,  D ' A g o s t i n o  R B ,  e t  a l .  P l a s m a  

h o m o c y s t e i n e  a s  a  r i s k  f a c t o r  f o r  d e m e n t i a  a n d  

A l z h e i m e r ' s  d i s e a s e .  N e w  E n g l a n d  J o u r n a l  o f  M e d i c i n e  

2 0 0 2 ; 3 4 6 :  4 7 6 - 8 3 .  

8 0 .  D u t h i e  S J ,  W h a l l e y  L J ,  C o l l i n s  A R ,  L e a p e r  S ,  

B e r g e r  K ,  D e a r y  I J .  H o m o c y s t e i n e ,  B  v i t a m i n  s t a t u s ,  

a n d  c o g n i t i v e  f u n c t i o n  i n  t h e  e l d e r l y .  T h e  A m e r i c a n  

J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  N u t r i t i o n  2 0 0 2 ; 7 5 :  9 0 8 - 1 3 .  

8 1 .  R a v a g l i a  G ,  F o r t i  P ,  M a i o l i  F ,  M a r t e l l i  M ,  

S e r v a d e i  L ,  B r u n e t t i  N ,  e t  a l .  H o m o c y s t e i n e  a n d  f o l a t e  

a s  r i s k  f a c t o r s  f o r  d e m e n t i a  a n d  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  

A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  N u t r i t i o n  2 0 0 5 ; 8 2 :  

6 3 6 - 4 3 .  

8 2 .  K a d o  D M ,  K a r l a m a n g l a  A S ,  H u a n g  M H ,  T r o e n  A ,  

R o w e  J W ,  S e l h u b  J ,  e t  a l .  H o m o c y s t e i n e  v e r s u s  t h e  

v i t a m i n s  f o l a t e ,  B 6 ,  a n d  B 1 2  a s  p r e d i c t o r s  o f  

c o g n i t i v e  f u n c t i o n  a n d  d e c l i n e  i n  o l d e r  

h i g h - f u n c t i o n i n g  a d u l t s :  M a c A r t h u r  S t u d i e s  o f  

S u c c e s s f u l  A g i n g .  T h e  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  M e d i c i n e  

2 0 0 5 ; 1 1 8 :  1 6 1 - 7 .  
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8 3 .  E n g e l h a r t  M J ,  G e e r l i n g s  M I ,  R u i t e n b e r g  A ,  v a n  

S w i e t e n  J C ,  H o f m a n  A ,  W i t t e m a n  J C ,  e t  a l .  D i e t a r y  

i n t a k e  o f  a n t i o x i d a n t s  a n d  r i s k  o f  A l z h e i m e r  d i s e a s e .  

J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  M e d i c a l  A s s o c i a t i o n  

2 0 0 2 ; 2 8 7 :  3 2 2 3 - 9 .  

8 4 .  K a l m i j n  S ,  L a u n e r  L J ,  O t t  A ,  W i t t e m a n  J C ,  

H o f m a n  A ,  B r e t e l e r  M M .  D i e t a r y  f a t  i n t a k e  a n d  t h e  

r i s k  o f  i n c i d e n t  d e m e n t i a  i n  t h e  R o t t e r d a m  S t u d y .  

A n n a l s  o f  N e u r o l o g y  1 9 9 7 ; 4 2 :  7 7 6 - 8 2 .  

8 5 .  I n o m a t a  C ,  I k e b e  K ,  K a g a w a  R ,  O k u b o  H ,  S a s a k i  

S ,  O k a d a  T ,  e t  a l .  S i g n i f i c a n c e  o f  o c c l u s a l  f o r c e  f o r  

d i e t a r y  f i b r e  a n d  v i t a m i n  i n t a k e s  i n  i n d e p e n d e n t l y  

l i v i n g  7 0 - y e a r - o l d  J a p a n e s e :  f r o m  S O N I C  S t u d y .  

J o u r n a l  o f  D e n t i s t r y  2 0 1 4 ; 4 2 :  5 5 6 - 6 4 .  

8 6 .  M o r a i s  J A ,  H e y d e c k e  G ,  P a w l i u k  J ,  L u n d  J P ,  

F e i n e  J S .  T h e  e f f e c t s  o f  m a n d i b u l a r  t w o - i m p l a n t  

o v e r d e n t u r e s  o n  n u t r i t i o n  i n  e l d e r l y  e d e n t u l o u s  

i n d i v i d u a l s .  J o u r n a l  o f  D e n t a l  R e s e a r c h  2 0 0 3 ; 8 2 :  

5 3 - 5 8 .  

8 7 .  M a t s u d a  K ,  I k e b e  K ,  O g a w a  T ,  K a g a w a  R ,  M a e d a  
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Y .  I n c r e a s e  o f  s a l i v a r y  f l o w  r a t e  a l o n g  w i t h  i m p r o v e d  

o c c l u s a l  f o r c e  a f t e r  t h e  r e p l a c e m e n t  o f  c o m p l e t e  

d e n t u r e s .  O r a l  S u r g e r y ,  O r a l  M e d i c i n e ,  O r a l  

P a t h o l o g y ,  O r a l  R a d i o l o g y ,  a n d  E n d o d o n t i c s  

2 0 0 9 ; 1 0 8 :  2 1 1 - 5 .  
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表1　老研式活動能力指標

評価 質問項目

バスや電車を使って一人で外出ができますか

日用品の買い物ができますが

自分で食事の用意ができますか

請求書の支払いができますか

銀行預金，郵便貯金の出し入れが自分でできますか

年金などの書類が書けますか

新聞などを読んでいますか

本や雑誌などを読んでいますか

健康についての記事や番組に関心がありますか

友達の家を訪ねることがありますか

家族や友達の相談にのることがありますか

病人を見舞うことができますか

若い人に自分から話しかけることがありますか

「はい」「いいえ」で回答し，それぞれ1点と0点を与える．13点満点．

知的能動性

手段的自立

社会的役割
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表2　対象者の概要

項目 性別 年齢 平均値 中央値 *p

70歳群 20.9 24.0 16.3 － 27.0

80歳群 15.6 19.0  5.0 － 25.0

70歳群 21.1 24.0 17.8 － 27.0

80歳群 13.9 15.0  5.0 － 23.0

70歳群 602 549 306 － 856

80歳群 348 307 150 － 474

70歳群 492 456 259 － 691

80歳群 287 226 110 － 381

70歳群 1.79 1.58 1.03 － 2.35

80歳群 1.59 1.45 0.83 － 2.11

70歳群 1.31 1.16 0.71 － 1.73

80歳群 1.33 1.22 0.71 － 1.76

70歳群 22.7 23.0 21.0 － 25.0

80歳群 21.1 21.0 19.0 － 24.0

70歳群 23.1 23.0 21.0 － 26.0

80歳群 20.8 21.0 18.0 － 24.0

70歳群 12.0 12.0 11.0 － 13.0

80歳群 11.6 12.0 11.0 － 13.0

70歳群 12.4 13.0 12.0 － 13.0

80歳群 11.9 12.0 11.0 － 13.0

70歳群 32.3 32.0 28.0 － 36.9

80歳群 27.8 28.0 24.0 － 31.5

70歳群 19.1 19.0 16.0 － 22.5

80歳群 16.9 17.0 14.3 － 19.6

70歳群 12.7 12.0 12.0 － 16.0

80歳群 11.6 11.0 8.0 － 14.0

70歳群 11.7 12.0 9.0 － 12.0

80歳群 10.8 11.0 9.0 － 12.0

*：Mann-WhitneyのU検定により群間の差について検討した.

教育年数(年)

歯数(本)

最大咬合力(N)

刺激時唾液分泌速度(ml/分)

MoCA-J(点)

老研式活動能力指標(点)

握力(kgf)

<0.001

<0.001

<0.001

<0.001

 0.032

<0.001

<0.001

<0.001

<0.001

 0.620

<0.001

<0.001

 0.005

<0.001

25-75パーセン

タイル

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性
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表3　対象者の全身的既往歴

疾患 性別 年齢 *p

70歳群 53 (15.2)

80歳群 38 (19.7)

70歳群 35 (8.3)

80歳群 44 (18.2)

70歳群 13 (3.7)

80歳群 21 (10.9)

70歳群 7 (1.7)

80歳群 8 (3.3)

70歳群 140 (40.2)

80歳群 106 (54.9)

70歳群 143 (33.9)

80歳群 125 (51.7)

70歳群 67 (19.3)

80歳群 30 (15.5)

70歳群 83 (19.7)

80歳群 24 (9.9)

70歳群 63 (18.1)

80歳群 61 (31.6)

70歳群 118 (28.0)

80歳群 102 (42.1)

70歳群 25 (7.2)

80歳群 9 (4.7)

70歳群 11 (2.6)

80歳群 9 (3.7)

70歳群 37 (10.6)

80歳群 22 (11.4)

70歳群 3 (0.7)

80歳群 5 (2.0)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した .

既往あり
と答えた者(%)

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

女性

男性

女性

男性

高尿酸血症

高脂血症

  0.189

  0.002

  0.001

  0.295

<0.001

  0.273

  0.775

  0.148

  0.481

<0.001

  0.001

<0.001

<0.001

  0.183

心疾患

脳卒中

高血圧

糖尿病

腎疾患
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表4　対象者の飲酒・喫煙習慣

項目 性別 年齢 *p

70歳群 127 (36.5) 190 (54.6) 31 (8.9)

80歳群 99 (51.3) 92 (47.7) 2 (1.0)

70歳群 363 (86.0) 56 (13.3) 3 (0.7)

80歳群 230 (95.0) 12 (5.0) 0 (0)

項目 性別 年齢 *p

70歳群 114 (32.8) 212 (60.9) 22 (6.3)

80歳群 58 (30.1) 131 (67.8) 4 (2.1)

70歳群 393 (93.1) 22 (5.2) 7 (1.7)

80歳群 227 (93.8) 14 (5.8) 1 (0.4)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

 0.052

 0.353

<0.001

<0.001

飲酒
しない(%)

適度に
飲酒する(%)

大量に飲酒
する(%)

喫煙経験
なし(%)

過去に
吸っていた(%)

現在吸って
いる(%)

男性

女性

男性

女性

喫煙習慣

飲酒習慣
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表5　対象者の経済状況ならびに同居状況

項目 性別 年齢 *p

70歳群 271 (77.9) 77 (22.1)

80歳群 153 (79.3) 40 (20.7)

70歳群 336 (79.6) 86 (20.4)

80歳群 192 (79.3) 50 (20.7)

項目 性別 年齢 *p

70歳群 325 (93.4) 23 (6.6)

80歳群 180 (93.3) 13 (6.7)

70歳群 344 (81.5) 78 (18.5)

80歳群 166 (68.6) 76 (31.4)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

経済状況

同居状況

男性  1.000

女性 <0.001

家族等と同居(%) 独居(%)

普通またはゆとりが
ある(%)

ゆとりがない
(%)

男性  0.744

女性  0.921

 



119 

 

表6　対象者の欠損補綴の状況

補綴装置 性別 年齢 *p

70歳群 128 (36.8)

80歳群 115 (59.6)

70歳群 170 (40.3)

80歳群 176 (72.7)

70歳群 159 (45.8)

80歳群 85 (44.0)

70歳群 227 (53.8)

80歳群 107 (44.2)

70歳群 11 (3.2)

80歳群 6 (3.1)

70歳群 18 (4.3)

80歳群 3 (1.2)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

使用/保有する者の数(%)

可撤性義歯

男性 <0.001

女性 <0.001

固定性
インプラント義歯

男性   1.000

女性   1.000

固定性架橋義歯

男性   0.719

女性   0.019
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表7　補綴装置の種類と最大咬合力

補綴装置 性別 年齢

複数の補綴装置を使用・保有している者は除外した．

一元配置分散分析により，群間の差について検討した．*：p <0.05

最大咬合力
の平均(N)

固定性
インプラント
義歯

783 385 669

517 238 466 307

-

*
*

*

補綴装置
なし

可撤性
義歯

固定性
架橋義歯

549

534 182 464 -

*
*

*

*
*

*
*

671 302 566

80歳群

70歳群

80歳群

男性

女性

70歳群
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表8　生活機能維持群の割合

性別 年齢 *p

70歳群 165 (47.4)

80歳群   69 (35.8)

70歳群 271 (64.2)

80歳群 115 (47.5)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した .

男性

女性

生活機能

維持群の数(%)

 0.009

<0.001
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表9　生活機能維持群と生活機能低下群の比較：70歳群

項目 性別 生活機能 平均値 中央値 *p

維持群 20.8 24.0 15.0 － 27.0

低下群 21.0 24.0 17.0 － 28.0

維持群 21.7 24.0 19.0 － 27.0

低下群 20.2 23.0 16.0 － 27.0

維持群 605 577 295 － 863

低下群 600 515 328 － 854

維持群 507 488 265 － 709

低下群 464 388 250 － 661

維持群 1.81 1.58 1.03 － 2.29

低下群 1.77 1.58 0.99 － 2.45

維持群 1.34 1.19 0.71 － 1.76

低下群 1.24 1.11 0.70 － 1.62

維持群 22.6 22.0 21.0 － 25.0

低下群 22.7 23.0 21.0 － 25.0

維持群 23.5 24.0 22.0 － 26.0

低下群 22.6 23.0 20.0 － 25.0

維持群 32.8 32.0 27.8 － 37.5

低下群 32.3 32.5 28.0 － 36.0

維持群 19.6 19.8 16.5 － 22.8

低下群 18.3 18.0 14.8 － 21.5

維持群 12.8 12.0 12.0 － 16.0

低下群 12.6 12.0 9.0 － 16.0

維持群 11.8 12.0 12.0 － 13.0

低下群 11.3 12.0 9.0 － 12.0

*：Mann-WhitneyのU検定により群間の違いについて検討した.

教育年数(年)

歯数(本)

最大咬合力(N)

刺激時唾液
分泌速度(ml/分)

MoCA-J(点)

握力(kgf)

0.681

0.016

0.947

0.006

0.594

0.058

0.907

0.132

0.883

25-75パーセン

タイル

0.597

0.032

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

0.281
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表10　生活機能維持群と生活機能低下群の比較：80歳群

項目 性別 生活機能 平均値 中央値 *p

維持群 15.1 18.0 6.5 － 25.0

低下群 15.9 21.0 5.0 － 25.0

維持群 14.4 14.0 7.0 － 24.0

低下群 13.5 15.0 4.0 － 23.0

維持群 333 281 157 － 470

低下群 356 316 139 － 511

維持群 304 240 124 － 428

低下群 271 210 97 － 366

維持群 1.52 1.53 0.86 － 1.86

低下群 1.63 1.43 0.80 － 2.31

維持群 1.45 1.29 0.89 － 1.86

低下群 1.23 1.06 0.62 － 1.73

維持群 21.7 22.0 19.0 － 25.0

低下群 20.9 21.0 18.0 － 24.0

維持群 21.7 21.0 20.0 － 24.0

低下群 20.0 20.0 17.0 － 23.0

維持群 28.2 27.5 24.5 － 32.1

低下群 27.6 28.0 23.8 － 31.3

維持群 17.9 18.0 14.5 － 20.5

低下群 16.1 16.3 13.8 － 18.8

維持群 12.3 12.0 9.0 － 15.0

低下群 11.2 11.0 8.0 － 14.0

維持群 11.3 11.0 10.0 － 13.0

低下群 10.4 10.0 8.0 － 12.0

*：Mann-WhitneyのU検定により群間の違いについて検討した.

教育年数(年)

歯数(本)

最大咬合力(N)

刺激時唾液
分泌速度(ml/分)

MoCA-J(点)

握力(kgf)

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

25-75パーセン

タイル

男性

女性

0.603

0.449

0.617

0.173

0.887

0.015

0.184

0.001

0.602

0.001

0.036

0.004

女性
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表11　生活機能維持群と低下群の全身的既往歴

疾患 性別 生活機能 *p *p

維持群 26 (15.8) 14 (20.3)

低下群 27 (14.8) 24 (19.4)

維持群 23 (8.5) 20 (17.4)

低下群 12 (7.9) 24 (18.9)

維持群 5 (3.0) 4 (5.8)

低下群 8 (4.4) 17 (13.7)

維持群 6 (2.2) 2 (1.7)

低下群 1 (0.7) 6 (4.7)

維持群 59 (35.8) 44 (63.8)

低下群 81 (44.3) 62 (50.0)

維持群 98 (36.2) 64 (55.7)

低下群 45 (29.8) 61 (48.0)

維持群 25 (15.2) 9 (13.0)

低下群 42 (23.0) 21 (16.9)

維持群 56 (20.7) 10 (8.7)

低下群 27 (17.9) 14 (11.0)

維持群 28 (17.0) 25 (36.2)

低下群 35 (19.1) 36 (29.0)

維持群 83 (30.6) 52 (45.2)

低下群 35 (23.2) 50 (39.4)

維持群 10 (6.1) 3 (4.3)

低下群 15 (8.2) 6 (4.8)

維持群 6 (2.2) 4 (3.5)

低下群 5 (3.3) 5 (3.9)

維持群 13 (7.9) 8 (11.6)

低下群 24 (13.1) 14 (11.3)

維持群 2 (0.7) 14 (3.5)

低下群 1 (0.7) 14 (0.8)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

腎疾患

男性 0.535

女性 0.533

高脂血症

男性 0.676

女性 0.114

高尿酸血症

男性 0.121

女性 1.000

高血圧

男性 0.125

女性 0.199

糖尿病

男性 0.077

女性 0.525

心疾患

男性 0.881

女性 1.000

脳卒中

男性 0.581

女性 0.430

1.000

1.000

0.194

0.072

0.249

0.539

0.668

0.334

0.868

0.146

0.286

0.365

1.000

70歳群 80歳群

年齢

既往の
ある者(%)

1.000

既往の
ある者(%)
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表12　生活機能維持群と低下群の飲酒・喫煙習慣

項目 性別 生活機能 *p

維持群 59 (35.8) 90 (54.5) 16 (9.7)

低下群 68 (37.2) 100 (54.6) 114 (8.2)

維持群 234 (86.3) 35 (12.9) 2 (0.7)

低下群 129 (85.4) 21 (13.9) 1 (0.7)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 58 (35.1) 98 (59.4) 9 (5.5)

低下群 56 (30.6) 114 (62.3) 13 (7.1)

維持群 253 (93.4) 16 (5.9) 2 (0.7)

低下群 140 (92.7) 6 (4.0) 5 (3.3)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 34 (49.3) 35 (50.7) 0 (0)

低下群 65 (52.4) 57 (46.0) 2 (1.6)

維持群 112 (97.4) 3 (2.6) 0 (0)

低下群 118 (92.9) 9 (7.1) 0 (0)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 21 (30.4) 46 (66.7) 2 (2.9)

低下群 37 (29.8) 85 (68.6) 2 (1.6)

維持群 106 (92.1) 8 (7.0) 1 (0.9)

低下群 121 (95.3) 6 (4.7) 0 (0)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

70歳群

80歳群

女性 0.956

喫煙経験
なし(%)

過去に吸って
いた(%)

現在吸って
いる(%)

飲酒
しない(%)

適度に
飲酒する(%)

大量に
飲酒する(%)

男性 0.875

大量に
飲酒する(%)

男性

0.594

女性 0.102

男性

飲酒
習慣

喫煙
習慣

飲酒
習慣

飲酒
しない(%)

適度に
飲酒する(%)

喫煙
習慣

0.494

女性 0.142

喫煙経験
なし(%)

過去に吸って
いた(%)

現在吸って
いる(%)

男性 0.826

女性 0.430
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表13　生活機能維持群，低下群の経済状況ならびに同居状況

項目 性別 生活機能 *p

維持群 134 (81.2) 31 (18.8)

低下群 137 (74.9) 46 (25.1)

維持群 222 (81.9) 49 (18.1)

低下群 114 (75.5) 37 (24.5)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 155 (93.9) 10 (6.1)

低下群 170 (92.9) 13 (7.1)

維持群 224 (82.7) 47 (17.3)

低下群 120 (79.5) 31 (20.5)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 54 (78.3) 15 (21.7)

低下群 99 (79.8) 25 (20.2)

維持群 98 (85.2) 17 (14.8)

低下群 94 (74.0) 33 (26.0)

項目 性別 生活機能 *p

維持群 66 (95.7) 3 (4.3)

低下群 114 (91.9) 10 (8.1)

維持群 81 (70.4) 34 (29.6)

低下群 85 (66.9) 42 (33.1)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

0.830

女性 0.434

同居状況

経済状況

0.158

0.131

70歳群

家族等と同居(%) 独居(%)

男性

普通または
ゆとりがある(%)

ゆとりがない
(%)

男性

女性

0.385

女性 0.582

同居状況

80歳群

普通または
ゆとりがある(%)

ゆとりがない
(%)

男性

家族等と同居(%) 独居(%)

男性

0.854

女性 0.039

経済状況
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表14　欠損補綴の状況：生活機能維持群と低下群の比較

補綴装置 年齢 生活機能 *p

維持群 164 (37.7)

低下群 134 (40.1)

維持群 130 (70.7)

低下群 161 (64.1)

維持群 216 (49.7)

低下群 170 (50.9)

維持群 75 (40.8)

低下群 117 (46.6)

維持群 16 (3.7)

低下群 13 (3.9)

維持群 5 (2.7)

低下群 4 (1.6)

*：カイ二乗検定により群間の差について検討した.

使用/保有する者の数(%)

可撤性義歯

70歳群 0.502

80歳群 0.180

固定性
インプラント義歯

70歳群 1.000

80歳群 0.503

固定性架橋義歯

70歳群 0.771

80歳群 0.242
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男性 女性 *p

22.4 23.0 0.037

70歳群 80歳群 *p

23.2 21.7 <0.001

普通またはゆとりがある ゆとりがない *p

22.9 21.9 0.004

家族等と同居 独居 *p

22.8 22.5 0.383

*：Mann-WhitneyのU検定により群間の差について検討した.

表15　生活機能維持群の性別，

　　　　経済状況，同居状況とMoCA-J得点

性別

年齢

同居状況

経済状況
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表16　生活機能維持群の全身的既往歴とMoCA-J得点

なし あり

70歳群 22.8 22.0 0.251

80歳群 21.2 23.5 0.030

70歳群 23.5 23.6 0.925

80歳群 21.7 20.5 0.906

70歳群 22.7 22.0 0.727

80歳群 21.7 20.3 0.689

70歳群 23.5 22.2 0.596

80歳群 21.3 22.1 0.458

70歳群 22.6 22.7 0.891

80歳群 20.9 22.1 0.241

70歳群 23.9 22.8 0.014

80歳群 21.3 22.1 0.156

70歳群 22.7 22.4 0.791

80歳群 21.7 21.4 0.591

70歳群 23.4 23.6 0.538

80歳群 21.7 22.1 0.697

70歳群 22.7 22.3 0.805

80歳群 21.0 22.9 0.038

70歳群 23.5 23.4 0.935

80歳群 21.4 22.1 0.329

70歳群 22.6 23.5 0.331

80歳群 21.5 25.7 0.035

70歳群 23.5 21.3 0.087

80歳群 21.8 20.5 0.322

70歳群 22.7 22.2 0.603

80歳群 21.3 24.5 0.018

70歳群 23.5 26.0 0.233

80歳群 21.7 21.3 0.788

既往歴

心疾患

男性

女性

*p疾患 年齢性別

脳卒中

男性

女性

高血圧

男性

女性

糖尿病

男性

女性

高脂血症

男性

女性

*：Mann-WhitneyのU検定により

     既往歴の有無による差について検討した.

腎疾患

男性

女性

高尿酸血症

男性

女性
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表17　生活機能維持群の飲酒・喫煙習慣とMoCA-J得点

項目 性別 年齢
飲酒

しない(%)

適度に
飲酒する(%)

大量に
飲酒する(%)

p

70歳群 22.0 23.0 22.7 0.217
**

80歳群 21.8 21.5 － 0.942
**

70歳群 23.3 24.4 24.5 0.077
**

80歳群 21.7 21.7 － 0.923
**

項目 性別 年齢
喫煙経験
なし(%)

過去に
吸っていた(%)

現在
吸っている(%)

p

70歳群 22.6 22.7 22.6 0.921
**

80歳群 21.9 21.9 12.5 0.087
**

70歳群 23.5 23.1 19.5 0.168
**

80歳群 21.8 20.5 25.0 0.405
**

*：Kruskal-Wallis検定により習慣の違いについて検討した.

**：Mann-WhitneyのU検定により習慣の違いについて検討した.

男性

女性

男性

女性

飲酒習慣

喫煙習慣
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性別 歯数 最大咬合力
刺激時唾液
分泌速度

握力 教育年数

rs 0.222   0.283 0.178   0.206   0.345

p 0.001 <0.001 0.006   0.001 <0.001

rs 0.156   0.218 0.016   0.194   0.326

p 0.002 <0.001 0.750 <0.001 <0.001

rs =Speramanの順位相関係数

男性

女性

     表18　生活機能維持群におけるMoCA-J得点と歯数，最大咬合力，

　　 　　刺激時唾液分泌速度，握力ならびに教育歴との相関
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β p VIF

口腔機能 歯数  0.017  0.734 1.786

最大咬合力  0.101  0.040 1.800

刺激時唾液分泌速度  0.016  0.673 1.111

基本属性 年齢 -0.096  0.023 1.336

性別  0.350 <0.001 3.407

経済状況 -0.091  0.014 1.015

同居状況 -0.006  0.871 1.072

握力  0.194  0.001 2.438

教育年数  0.272 <0.001 1.119

飲酒習慣 飲酒習慣  0.104  0.018 1.432

大量に飲酒する習慣  0.019  0.629 1.174

喫煙習慣 過去の喫煙習慣  0.015  0.765 1.762

現在の喫煙習慣 -0.058  0.136 1.111

既往歴 高血圧 -0.031  0.426 1.158

糖尿病  0.033  0.378 1.047

高脂血症  0.038  0.323 1.109

高尿酸血症  0.041  0.281 1.095

腎疾患  0.004  0.923 1.068

心疾患  0.018  0.629 1.083

脳卒中 -0.023  0.541 1.065

β：標準化偏回帰係数

R
2
=0.198

目的変数：MoCA-J得点(連続変数)

説明変数：

最大咬合力(連続変数)

歯数(連続変数)

刺激時唾液分泌速度(連続変数)

年齢(70歳群=0, 80歳群=1)

性別(男性=0, 女性=1)

経済状況(普通またはゆとりがある=0, ゆとりがない=1)

同居状況(家族等と同居=0, 独居=1)

握力(連続変数)

教育年数(連続変数)

飲酒習慣(なし=0, あり=1)

喫煙習慣(なし=0, あり=1)

既往歴(既往なし=0, あり=1)

説明変数

表19　生活機能維持群における

            MoCA-J得点を目的変数とした重回帰分析

 


